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はじめに

平成17年8月末、新潟県糸魚川市大字山寺に所在す

る哀言宗寺院金蔵院より、自坊に立山蕊荼羅と思われ

る絵図があるので一 度調査してほしいとのご連絡をい

ただいた。そこで同年9月1日、早速調査に伺い当該作

品を実見したところ、それはまさしく芦絣寺系立山曼

荼羅であった。さらに作品を拝見した瞬問、それが以

前拙廂；j＂で紹介した立山位荼羅「坪井家A本」と校写

関係にあることに気づいた。

以前の拙松では、現在大幅に補喰されている「坪井

家A本」原図が天保元年(1830)以前に成立したことを

指摘したが、今回の立山曼荼羅（以下「金蔵院本」と称

する）の発見により、補箪で塗りつぶされている「坪井

家A本」原図の構図や図柄・画像を具体的に推測する

ことが可能となった。そこで本稿では、まず「坪井家A

本」（写兵1)と「金蔵院本」（写兵2)を題材として、

天保元年(1830)以前、時期的には江戸時代中期の芦餅

寺系立山曼荼羅の実態を考察していきたい。

次に、 「坪井家A本J・「金蔵院本」に描かれた布

柏儀式の構図や画像と芦絣寺に残る古文：苫史料を分

析し、江戸時代中期の布橋儀式について検討を試みた

ぃ。すなわち、箪者は「坪井家A本」と「金蔵院本」

にみられる布橋儀式の構図や画像が、一般的な芦餅寺

系 立山此荼羅に描かれたものとは異なり、いつの頃か

らか芦餅寺で行われるようになり年中行事化した布橋

儀式が、江戸時代後期のいわゆる布橋大泄頂-法会
＂

に確立する以前の様子を反映していると考える。そこ

で、芦耕寺文：・苫から同地で行われた布橋儀式の変造を

たどり、その内容と「坪井家A本J・「金蔵院本」に描

かれた布柏儀式の構図や画像とを比較しながら、江戸

時代中期の布柏儀式について考察していきたい。

1 立山曼荼羅「坪井家A本」

1. 1「坪井家A本」の形態と銘文 したうえ、画家飛協薗江斎を屈い、龍淵の指示で図柄

「坪井家A本」の仕様をみていくと、形態は4幅1対

の掛軸形式、索材は和紙、岩絵の臭で沿色している。

全体的に緑色っぽい。内寸は180cm x 186cm、外寸は

210cm x 190cmである。軸裏には、天保元年(1830)に

もと高野山の学侶龍淵(1772~1837) 21 が記した銘文

凜淵の版歴と作品の股歴）と、かつてこの作品の所

蔵者であった芦隙寺日光坊衆徒が記した銘文（同坊が

所持した尾張国の柏那楊と伝徒名）がみられる。

それによると、この作品はもと芦絣寺教順坊の所蔵

だったが、文政期に況淵が譲り受け、破担個所を修復

を大幅に補箪させている。しかし聞淵没後は、生前彼

と懇意だった日光坊が所持した。同坊は江戸時代から

昭和初期まで、毎年尾張国の柁那場で廻柏配札活動を

行っていたが、その際にこの作品が絵解きされた。そ

れが、第二次世界大戦の影惣で活動が途絶え、名古屋

の柏家の坪井家に取り残された。現在は窃山県［立山

t恵物館］に寄託されている。なおこの一辿の内容につ

いては以前、前掲の拙稲l で詳述しているので、そち

らを参照していただきたい。
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1.2 「坪井家A本」の現在の横図と画像内容

1 . 2. 1 「坪井家A本」の画面区分

補竿後の「坪井家A本J (現在目に見える図柄を対

象として）は、実際の地域・地形にあわせて次のよう

に画面を区分することができる（第l図参照）。A片貝

川流域（布施館）、B.岩餅寺狛落、C.横江染落、D.千

垣染落、E芦餅寺染落、F.立山山中（材木坂～室堂

へ）、G.立山山中（室堂）、H.立山山中（地獄谷）、

I. 立山カルデラ、].浄土山、k雄山、L.大汝山、M怠士

折立山、N別山、〇姻岳。

1 .2. 2 「坪井家A本」に描かれた画像

「坪井家A本」の現在図を読解するために、まず画

中に描かれている事物の分節とそれに対する名づけの

作業を行った。同作品に描かれている画像は次のとお

りである（第2図参照）。

1布施館。2布施城。3佐伯有頼が熊に矢を射る。矢

は熊に命中するが、熊は俗を負ったまま逃げる。それ

を追いかける佐伯有頼。4.玉殿窟。 玉殿窟に顕現した

矢疵阿弥陀如来。そ の虚験に平伏す佐伯有頼。5.浄破

璃鋭。6菜秤。7.桁荼帷。8剣（針）の山 の鍍岳（等活

地拭の刀葉林）。9.獄卒が亡者を臼に入れ、杵です島き

泊す（衆合地猿）。10.亡者を石の上に私かせ、上から

石材で挟んで、 それを木槌で叩く（衆合地獄）。11.錬

岳 の女神を追い求める投族の男性（鍍岳が衆合地獄

の刀葉樹に見立てられている）。12.亡者が牢獄に入れ

られ炎で焼かれる（叫喚地獄）。13.亡者が二百肘のra

さの猛火で焼き尽くされる（叫喚地獄の広火霧処）。

14. う訣卒が熱＜熱せられた金挟みで亡者の舌を挟んで

抜き出す（大叫喚地寂の受無辺苦処）。15.火車（阿

鼻地獄）。16.目連救母説話（阿泌地猛）と施餓鬼法要

（猛卒が亡者を頑丈な鉄釜で煮る楊面は等活地我の

袋熟処ともとれる）。17.百姓地秋か?18.内容不明の地

獄。19.血の池地獄と如意輪観音堂（堂は描かれてい

るが、如意輪観音菩薩は描かれていない）。20石女

地砧。21.両婦地獄。22.森の河原と地蔵菩薩。23.餓鬼

道。24畜生道・森尻の智明坊（畜生道）。25.阿修羅

8 

迫。26.天女（天道）。27阿弥陀三椋来迎（阿弥陀如来

と観音菩薩．努至菩薩の来迎）。28聖衆来迎（二十五

菩薩の来迎）。29. 日輪。30月輪。31.藤橋。32.材木坂。

33. 山中の棠舎。34.称名滝。35.ーノ谷の鎖場。36.扇

の松。37.山中の堂舎。38.禿杉。39.美女杉。40.姥石。

41. 鋭石。42.室堂小屋。43.山中の堂舎。 六軒堂か。

44. ーノ越～五ノ越。45.雄山山頂の立山蜂本社。46.娼

堂と娼豚。47.lt!郊腐堂と閥）盆王 ・ 冥官。48.閥脱堂とr81J砥

王 ・ 冥官。49布柏。50.引禅師の式衆と女性参列者。

51. 来迎師の式衆。52.娼谷川の大蛇。53彩向石。54奪

衣婆と衣領樹。55.岩餅寺の諸堂舎。56.横江の染落。

57. 千垣の梨落。58芦前寺の集落。59芦絣寺の仁王

門と仁王像。60.鈍桜棠。61.三直塔。62.芦前寺の諸堂

舎。63浄土山。64.大汝山と山頂社殿。65.怠士折立山。

66別山と山頂社殿、硯ケ池。67餓岳と自然の塔。68. ミ

クリガ池か？。69刈込池と泥神。

第2図中の「●印」は参詣者である。

1. 3 「坪井家A本」の補筆

「坪井家A本」には大幅な補:在の痕跡がみられる。

一例として原区］が透けて見える娼堂の屋根に沿目する

と、原図（屋根1) (第6図）の上に少なくとも2度は補

筆（屋根2·3) (第6図）されていることがわかる。そ

して、そ の2度の補策のどちらか1度は、軸裂の銘文が

示すように距油による天保元年(1830)の補箪であっ

ただろう。ただし、画面を注視すると、立山地烈の場面

（鍍岳を含む）や立山浄土の楊面（浄土山を含む）、布

施館の諸堂舎、岩絣寺染落の諸堂舎、芦餅寺仁王門、

芦絣寺布柏は補筆されておらず、原図のままである。

そしてこれらの各画像は、補筆された各画像と比較す

ると、画像の輪祁線がシャ ー プで絵自体も上手く、苅

色も丁字である。これに対し、補筆された画像はいさ

さか稚拙である。索人画といってよいだろう。

ところ で、天保元年(1830)に泥淵が軸裏に記した

銘文には、 「此四軸者立山芦餅教順坊什物之古画。雖

在}.屯蔵悉皆破拍地紙乱雑。有旧跡。拝見未分所函 ー

列。紙調理之且指加、拙老之了察以示画工苑賜蘭江
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斎彩箪之」とある。これによると、天保元年(1830)

頃、芦絣寺教順坊は古い立山父荼羅を傷んだままに

して蔵の中にしまい込んでいた。それというのも、当

時の教順坊は何らかの理由で廻柏配札活動を行って

いなかったからである1) 。そこで蔀淵はそれを1閉い受

け、画工の苑協l岡江斎なる人物に指示して描き直した

ようであるが、そうなるとこの作品、すなわち現在の

「坪井家A本」原図は、「古画」というほどであるか

ら、天保元年(1830)よりも数十年前に遡って成立し

たと考えてよいであろう。立山袋荼羅は衆徒が毎年廻

柏配札活動を行う際の教具として消耗品的に使用され

た絵画であるから、その耐久年月も極端には長くない

だろうが、20年前なら文化7年(1810)、30年前なら箆

政12年(1800)、50年前なら安永9年(1780)、70年前

なら宝庖10年(1760)、100年前なら正徳15年(1730)

である。

さて、 芦餅寺ー山衆徒にとって、 全3巻で構成され

ている「立山大縁起』は、芦朗寺に伝わる諸縁起のな

かでも根本縁起といえる大事なものである。それは第

1巻「立山峰宮和光大権現縁起」、 第2巻「芦隙中宮娼

豚縁起」、 策3巻「神分」で構成されている。この縁起

を、安永8年(1779)に芦111ft寺日光坊衆徒の大円が、尾

張国知多郡大野村に所在する天満山松栄寺のイ爵侶（伝

燈大阿閣梨法印）仙鈴に、おそらく既存のものを苫写

させて製作している5) 。このように、江戸時代の安永

期に、立山及荼羅そのものではないにしろ、芦耕寺一

山にとって最も大切なはずの立山大縁起ですら外部者

によって浄古されており、今後は、こうしたことと立

山坐荼羅に外注作品がでてくる時期的な問題も韮ね合

わせて考えていく必要があろう。

2 立山曼茶羅「金蔵院本」

2. 1 金蔵院の来歴

金蔵院は新潟県糸魚川市大字山寺に所在する。高野

山哀言宗、 慈芸山金蔵院と号し、本椋に千手観世音菩

薩をまつる。天長7年(830)法道仙人の開基と伝えら

れている。山寺村にはかつて、この金蔵院を含む千手

院 ・ 弥勒院 ・ 東仙坊・宝栢坊・玉蔵坊・中光坊 ・ 十重

坊 ・ 披勝坊・藤本坊・南正坊の12坊があったといい、

地名もこの山寺十二坊に由米する。この地は雨飾山・

詢ヶ岳山罷にあたり、かつて信越交流の要衝であっ

た。金蔵院は明和2年(1765)に焼失したが、他の寺院

群も年々衰退し、明治元年(1868)には千手院を残す

のみとなっていた。しかし、それすらも明治元年の神

仏分離令にもとづ＜廃仏毀釈の影密を受け廃寺となっ

た。千手院では、明治2年0869)に住職が復飾・神官

となったのを機に、棺家114軒が高野山明王院へ返さ

れた。

その後、地元に菩提寺がなくて不自由であった旧杞

家たちが、明治4年(1871)、本寺明王院の添杏をつ

け、柏Ji裔県令へ寺中金蔵院の再典を願い出た。これが

認められ、長野県北安公郡中土村に所在する兵言宗神

宮寺の住職上条公道を千手院時代から数えて46世住

職に迎え、 同寺の復興をみたのである。さらに大正2年

(1913)、本寺高野山明王院の配慇により、47世山崎

英四師（愛知県南設楽郡東郷村一鍬田般若院山崎秀栄

師5男）を迎えて、法灯を継承し、以後は世製制となり

今日に至っている八

2.2「金蔵院本」の存在理由

2. 2 .1 芦絣寺教蔵坊との関連性

以前箪者は、 芦餅寺教蔵坊が文政8年(1825)に越

後国や伝涙国の人々によって寄進された銀造地蔵菩陸

半珈坐像（現在、窟山県小矢祁市の兵言宗寺院観音寺

所蔵）の銘文” を手がかりに、 同坊が江戸時代後期、

越後国と信設国で形成した校那場の状況について推測

したり。すなわち、それは北アルプスに沿って延びる

千国街道を機軸として、糸魚川と大町から塩尻までの

地域で、やや広がった帯のようなかたちで形成されて

いたものと思われる。

，
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さて、 前述の地蔵灼ーの身体や台座には寄進者の名前

や所在地が多数刻まれているが、 そのなかには、 現在

の糸魚川市西海谷地域・根知谷地域 ・ 能生谷地域に屈

する村々が以下のとおり13村みられる（（ ）内は寄進

者名）。

●糸魚川新田町（岡沢治郎右衛門 ・ 訂：木弥兵衛•野

本徳左衛門）。●兵光寺村（松木六右衛門・松木荘兵

術 ・ 中林佐兵衛 ・ 中林徳左衛門 ・ 中林徳右術門）。●

水俣村（広川長右衛門 ・ 広川長右衛門の妻 ・ 広川源二

右衛門・広川源左術門・広川九郎左衛門・渡銹苦右衛

門・山本孫右衛門 ・ 山本伊藤作・小川太郎兵衛 ・ 小川

此右術門 ・ 能光佐兵衛・鹿川源内・鹿川九右衛門 ・ 鹿

川九左衛門・小川吉三郎 ・ 小川津右衛門）。●道平村

（金子六右衛門）。●兵木村（斉藤文右術門・斉藤由

左衛門 ・ 斉藤作右衛門・斉藤吉右衛門 ・ 猪又太郎兵

衛 ・ 猪又利右衛門 ・ 猪又苦右衛門）。●栗倉村（猪又

新右衛門 ・ 猪又太左衛門・猪又治郎兵衛・猪又梅右衛

門 ・ 猪又安之丞 ・ 猪又三右衛門 ・ 猪又七之丞・猪又久

三郎）。●来海沢村（猪又五兵衛）。●御前山村（田

原九郎右衛門 ・ 田原伊左衛門）。●和泉村（北村二郎

右衛門•北村伝右衛門•北村金十郎・北村善九郎• 北

村磯右筋門•北村藤右衛門•北村銀右衛門•北村迫

的•北村迫的の姿）。●大工屋敷村（北村平兵衛•北

村平左衛門•北村吉兵衛）。●上山村（道白）。●山

口村（吉田誌右衛門・田上友右衛門•吉田忠治）。●

横道村（槌田佐平）。

このなかに金蔵院が所在する山寺村こそみられない

が、 すぐ近くの山口村が含まれている。 山寺村と山口

村はともに姫街迫沿いの村で、 根知川右岸に山寺村が

あり、 対岸に山口村がある。このあたりは信越交流の

要衝であった。

以上のような糸魚川と教蔵坊の1渕係から推測する

と、 金蔵院は教蔵坊が越後国 ・ 伝涙国で千国街道に

沿って廻柏配札活動を行っていく際の立ち寄り先とし

て活用された可能性がある。 「金蔵院本」は教蔵坊と

何らかの1月係をもつ立山虻荼羅だったと考えることも

できよう。

10 

2.2.2 芦耕寺宝伝坊との関連性

芦餅寺ー山会所蔵の古記録をみていくと、芦餅寺宝

伝坊が信涙国で校那場を形成していたことがわかる�·。

しかし古記録の史科からは宝伝坊が一体どの地域で柏

那場を形成していたのかといった点は明らかにするこ

とができない。

そのような状況のもと、 かつて喰者は、窟山市梅沢

町に所在する天台宗円隆寺の前住戟佐伯立光氏（故

人）から、芦餅寺宝伝坊の文政13年0830)の布柏泄

頂会勧進記 IOI の部分的な写兵を拝見させていただいた

が、 唯一この史科が宝伝坊の内設那場を推測させる手が

かりとなっている。この史料は長野県小谷村の某家所

蔵で、 同家の御主人が佐伯氏に杏筒でその史科に対す

る見解を求められたという。しかし残念ながら、 先年

筆者が同家に確認した際には、 その史科は所在不明に

なっていた。

ところで、 前節において千国街道沿線は教蔵坊の信

仰布教［召であることを指摘したが、 ただし、 宝伝坊の

布橋樅頂会勧進記が残っていた小谷村も含む糸魚川以

降の大町までの区域には、 先述の教蔵坊の銅造地蔵椋

に対する寄進者が全くみられない。あくまでも推測に

すぎないが、 唯者はこうした千国街道沿いにみられる

教蔵坊の信仰布教囮以外の空白域が、 実は宝伝坊の柏

那楊だったのではないかと推測している。

前節「金蔵院の来歴」で述べたように、 明治4年

(1871)に金蔵院が似典した際、 復輿初代住職上条

公道師は小谷村の中宮寺から移住してきている。神

宮寺は、 小谷村の中土・宮之場にある小谷惣社の大

宮諏訪神社（小谷地方諏訪社の中心的な存在）にゆ

かりをもつ哀言宗神宮寺である。 宝伝坊の廻棺配札

活動によって成 立した小谷村の立山講と中宮寺との

関係は全く不明だが、 小谷村で宝伝坊の立山曼荼羅

として存在していた作品が、 の ちに何らかの理由で

中宮寺に渡り、 さらに同寺住戦上条公道師の金蔵院

への移住にともなって、 同寺に持ち込まれた可能性

もあろう。



2.3 「金蔵院本」の横図と画像内容

2.3.1 「金蔵院本」の形態

「金蔵院本」の仕様をみていく と、形態は4幅1対

の掛軸形式、索材は絹、岩絵の具で沿色している。

全体的に茶色っぽい。内寸は155cm x 195cm、外寸は

205cm x 211cmである。銘文はみられない。

2.3.2 「金蔵院本」の画面区分

立山及荼羅「金蔵院本」は、実際の地域・地形にあ

わせて次のように画面を区分することができる（第3固

参照）。A片貝川流域（布施館）、B岩ii府寺集落、C.横

江集落、D.千垣集落、E.芦隙寺集落、F.立山山中（材

木坂～室堂へ）、G.立山山中（室堂）、H.立山山中（地

獄谷）、I.立山カルデラ、J.浄土山、k雄山、L.大汝山、

M. 別山、N餓岳。

2.3.3 「金蔵院本」に描かれた画像

「金蔵院本」を説解するために、まず画中に描かれ

ている事物の分節とそれに対する名づけの作業を行っ

た。 同作品に描かれている画像は次のとおりである

（第4図参照）。

1布施館。2.佐伯有頼が熊に矢を射る。 矢は熊に命

中するが、熊は1紡を負ったまま逃げる。それを追いか

ける佐伯有頼。3玉殿窟。玉殿窟に顕現した矢疵阿弥

陀如来。その霊験に平伏す佐伯有頼。 4. 浄破璃鋭。

5. 首枷の亡者。6.業秤。7.柏荼11韮。8剣（針）の山の娘

岳（等活地猿の刀葉林）。9.狐卒が亡者を臼に入れ、

杵で拍き沿す（衆合地寂）。10. 亡者を石の上に哀か

せ、上から石材で挟んで、それを木槌で叩く（衆合地

獄）。11級岳の女神を追い求める買族の男性((pJl岳が

衆合地獄の刀葉樹に見立てられている）。12.亡者が

二百肘の厚さの猛火で焼き尽くされる（叫喚地獄の雲

火窃処）。13.猿卒が熱＜熱せられた金挟みで亡者の舌

を挟んで抜き出す（大叫喚地獄の受無辺苦処）。14.火

車（阿昴地獄）。15.目連救保説話（阿鼻地猿）と施餓

鬼法要（獄卒が亡者を頑丈な鉄釜で煮る場面は等活地

獄の袋熱処ともとれる）。16血の池地獄と如慈輪観音

福江 充／江戸中期の芦粉寺系立山父荼ぷii':と布柏依式（のちの布柏蔀頂会）

堂（堂は描かれているが、如意輪観音菩睦は描かれて

いない）。17.石女地駄。18.両婦地獄。19.疫の河原と

地蔵菩薩。20.餓鬼道。21.畜生道・森尻の智明坊（畜生

道）。22阿修羅道。23天女（天道）。24阿弥陀三将来

迎（阿弥陀如来と観音菩院・勢至菩薩の来迎）。25.型

衆来迎（二十五菩薩の米迎）。26. 日倫。27月輪。28.材

木坂。29美女杉。30仙人のような人物。31.山中堂舎。

32. ーノ谷の鎖場。33扇の松。34.室堂小屋。35.垢離堂

と垢離池、水垢離をする人物。36六軒堂。37.ーノ越～

五ノ越。38.雄山山頂の立山峰本社。39.娼堂と娼椋。

40. 閻炭堂と1月腐王 ・ 冥官。41布桧。42.引禅師の式衆と

女性参列者。43.来迎師の式衆。44娼谷川の大蛇。45.奪

衣婆と衣領樹。46.岩隙寺の諸堂舎。47玉泉院寄進狛

犬。48,横江の梨落。49千垣の梨落。50.芦餅寺の仁王門

と仁王像。51.芦餅寺の諸堂舎。52.浄土山。53.大汝山と

山頂社殿。54.別山と山頂社殿、硯ケ池。55.餓岳と自然

の塔。56. ミクリガ池か？。57刈込池と龍神。

第4図中の「●印」は参詣者である。

2.4 「金蔵院本」の横図・画像の特徴

以下、「金蔵院本」の梢図や画像の特徴をあげてみ

たし'o

①玉殿窟の場面は、一般的な芦餅寺系立山父荼羅では

策3幅（画面に向かって左から3幅目）に描かれるが、

「金蔵院本」では第2幅に描かれている。

②玉殿窟の場面では、矢疵阿弥陀如来と佐伯有頼は描

かれているが、不動明王はみられない。

③立山地拭の場面では、 浄破賂鋭や首枷の亡者、業

秤、柏荼軽などの画像を描いて閥｝砥王庁の存在をイ

メ ー ジさせているが、固炭王や冥官そのものの姿は描

かれていない。このような表現は芦絣寺系立山及荼羅

の「坪井家A本」や「来迎寺本」と共通している。

④一般的な立山曼荼羅では、猿卒が亡者を頑丈な鉄釜

で煮る場面が等活地獄の袋熟処として描かれ、それと

は別の場所に施餓鬼法要の場面が目辿救低説話（阿昴

地獄）としてわけて描かれるが、「金蔵院本」では＝

つの場面が併合して描かれている。このような表現は

11 
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「坪井家A本」や「来迎寺本」と共通している。

⑤血の池地欧の場面では血の池堂は描かれているが、

如意輪観音菩薩は描かれていない。この如意輪観世音

菩薩の画像は施餓鬼法要会の場面と火の車の場面のあ

いだに置き換えられている。 「金蔵院本」の制作者は

血の池地狂と如意輪観世音菩薩を祀った血の池堂のこ

とを認識していなかったのだろう。したがって制作者

は衆徒ではなく外部者と考えられる。 このような表現

をとる作品に「坪井家A本」があるが、 同作品も衆徒

ではなく外部者の制作ということになる。

⑥一般的な立山坐荼羅では餓岳だけが針山（剣山）地

秋として描かれるが、 「金蔵院本」では、 雄山 ・ 大汝

山 ・ 別山も鍍岳同様、 白っぽい色で針山（剣山）地獄

のように描かれている。衆徒が自ら描いた楊合、 この

ような表現をとるとは考えにくく、 したがつて「金蔵

院本」は外部者によって描かれたものと考えられる。

⑦立山の女人禁制伝説のとらえ方に誤認がみられ、 禿

杉が仙人のような人物として描かれている。 このよう

な誤認は衆徒が自ら描くと起こりえるはずがなく、 し

たがって「金蔵院本」 は外部者によって描かれたもの

と考えられる。

⑧画中、 登拝路の動線が向かって左側下段からはじま

り、 ジグザグに立山雄山山頂へ向かっている。このよ

うな表現は「坪井家A本」や「来迎寺本」と共通して

いる。

⑨一般的な立山坐荼羅よりも、 画中に描かれた参詣者

の数が多い。立山の主峰群にも比較的多く参詣者が描

かれている。これは「坪井家A 本」や「来迎寺本」と

共通している。

⑩芦餅寺布柏大罷頂法会の場面が一般的な芦耕寺系

立山位荼羅のそれと逆の進行方向で描かれている。す

なわち、 「金蔵院本」では画面に向かって左側に閥）砥

堂、 あいだに布柏を扶んで右側に娼堂が描かれ、 ｛義式

は左側から右側に進行するかたちで描かれている。な

お布柏大泄頂法会の儀式と閥）廷党は切り離されて描か

れている。この梢図は、 「坪井家A本」や「来迎寺本」

と共通している。

⑪策1輻下段に、 岩朗寺系立山此荼羅に描かれること

が多い玉泉院寄進の狛犬が描かれている。

⑫全体的に画像数は少な目である。 藤柏 ・ 姥石 ・ 鋭

石 ・ 彩向石・獅子ヶ昴などが描かれていない。

⑬ 「金蔵院本」と「坪井家A 本」や「来迎寺本」との

あいだに彩評閃係がみられる。 「金蔵院本」・「坪井

家A本」・「来迎寺本」は、 以前、 拙稿＂で提示した芦

賄寺系立山此荼羅のA ・ B·Cの分類に追加してD類の

立山位荼羅として位霰づけるべきである。

3 「坪井家A本」と「金蔵院本」の影密関係

3. 1 「坪井家A本」現在図と「金蔵院本」の図柄

モチ ー フの共通性

「金蔵院本」と「坪井家A本」は共に完全校写とま

ではいかないまでも、 共通の画像をもっている。幾つ

かの例をあげると、 立山地獄の場面では、 金4と坪5、

金6と坪6、 金7と坪7、 金8と坪8、 金9と坪9、 金10と坪

10、 金11と坪11、 金12と坪13、 金13と坪14、 金14と坪

15、 金15と坪16、 金16と坪19、 金17と坪20、 金18と坪

21、 金19と坪22、 金20と坪23、 金21と坪24、 金22と坪

25、 金23と坪26の画像モチ ー フが共通している。ただ

し、 坪17 (百姓地獄か？）と坪18 (内容不明の 地駄）
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は「金蔵院本」にはみられない。

一般的な立山蛤荼羅には、 立山地科の場面に必ず閻

9砥王庁や閻｝泣王 ・ 冥官の姿が描かれているが、 「金蔵院

本」と「坪井家A本」にはいずれにもそれが描かれてい

ない。「来迎寺本」も同様であるから、古いタイプの立

山及荼羅には描かれなかったモチ ー フではなかろうか。

立山浄土の場面では、 金24と坪27、 金25と坪28の図

像モチ ー フが共通している。

3.2 「坪井家A本」原図と「金蔵院本」の図柄に

みる模写関係



布施館の図柄（金1 . 坪1)をみていくと、①～⑤の

堂舎が完全な校写とまではいかないまでも、 形や向

き配
[

i釦などの点で一 致している。ただし、 「坪井家A

本」には湯立て釜が描かれているが、 「金蔵院本」に

はみられない。岩餅寺集落の図柄（金46 ・ 坪55)をみ

ていくと、 ①～⑤の堂舎が完全な校写とまではいか

ないまでも、 形や向き配骰などの点で一 致している。

芦餅寺集落の図柄（金40と51· 坪48と62)をみてい＜

と、①～③の堂舎が完全な模写とまではいかないまで

も、 形や向き配骰などの点で一 致している。阿修羅道

の図柄（金22 ・ 坪25)をみていくと、①の太鼓を叩い

て囃す無常大鬼や②～④の武士が完全な校写とまでは

いかないまでも、 形や向き配岡などの点で一致してい

る。ただし、⑤の武士は「金蔵院本」では刀を振りか

ざしているが、 「坪井家A本」では弓を構えている。

血の池地獄の図柄（金16・坪19)をみていくと、⑤の

如意輪観音堂や①～④の堕地猿の女性亡者が完全な

校写とまではいかないまでも、 形や向き配岡などの点

で一致している。ただし、 「金蔵院本」にみられる⑥

の血の池から足だけを出した亡者は、 「坪井家A本」

ではみられない。浄土山のあたりでの聖衆来迎の図柄

（金25 ・ 坪28)をみていくと、①～⑫の諸菩薩は完全

な校写とまではいかないまでも、 形や持物、 向き配散

などの点で一致している。

3.3 「坪井家A本」と「金蔵院本」にみる登拝者

の配爵及び道標の機能

画中に描かれた登拝者は、 禅定登山の道筋を示す役

割を果たしている。芦耕寺系の古いタイプの立山曼荼

羅には登拝者の姿が多く描かれているが、 一般的な芦

絣寺系立山及荼羅では案外少ない。 これは芦餅寺が、

加賀落支配のもと、 立山山中の宗教的権利を失うから

であろう。

以下の番号の登拝者は、 「坪井家A本」と「金蔵院

本」において、 概ね同じ位四に配され、 道椋的な機能

を果たしている。

布施館付近の金(1)と坪(1)、 金(4)と坪(2)、

糾江 充／江戸中期の芦耕寺系立山位荼ぶi!: と布柏低式（のちの布桧樅頂会）

芦餅寺仁王門前の金(9)と坪(3)、 金(10)と坪

(4)、芦耕寺娼堂前の金(11)と坪(8)、 芦耕寺娼堂

を過ぎた金(13)と坪(10)、材木坂前の金(14)と坪

(11)、 金(15)と坪(12)、 ーノ谷鎖場の金(21)と

坪(15)、 金(22)と坪06)、 金(23)と坪07)、

室堂水垢離池の金(28)と坪(21)、 ーノ越から立

山峰本社までの金(29~37)と坪(23~31)、 別山尾

根の金(44)と坪(32)、 別山大走りの金(46)と坪

(34)、 金(47)と坪(35)。

3.4 描き替えられた立山開山縁起の場面

立山曼荼羅の画中では、 立山開山縁起は、 布施館あ

るいは布施城の場面、 佐伯有頼が熊に矢を射て追いか

ける場面、 玉殿窟の場面の3つの場面で表現されてい

る。

まず布施館あるいは布施城の場面をみていくと、

「金蔵院本」では第1幅に布施館（第4図1)だけが描か

れているが、 「坪井家A本」では第1幅に布施館（第l

図1)とその上方に布施城（第l図2)も描かれている。

布施館は原図で布施城は補筆である。

次に佐伯有頼が熊に矢を射て追いかける場面をみて

いくと、 「金蔵院本」では第3幅泣下段に描かれている

が（第4図2) 、 「坪井家A本」では、 第l幅最下段に描

かれている（第1図3)。 この楊面は補箪であり、 原図

では、 おそらく「金蔵院本」のように第3幅最下段に描

かれていると推測される。「坪井家A本」を注視する

と、 きわめてうっすらとであるが、 第1図Aの部分に佐

伯有頼が、 Bの部分に熊が塗り込められている気配が

ある。

玉殿窟の場面をみていくと、 「金蔵院本」では第2幅

中段やや上方に矢疵阿弥陀如来と佐伯有頼が描かれて

いるが（第4図3)、 「坪井家A本」では、 第3幅上段に

矢疵阿弥陀如来と不動明王、 佐伯有頼が描かれている

（第l図4)。

ところで、 現在表出している画像はいずれも補僚で

ある。玉殿窟そのものと矢疵阿弥陀如来．不動明王は

いずれも正面向きに描かれているが、 ー方、 佐伯有頼
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は両J原の方へ身体や顔を向けず、 浄土山の阿弥陀聖

衆米迎（第1図27·28)の方を向いて礼拝している。こ

れは、 いかにももっともらしい図柄だが、 画面を注視

すると有頼から阿弥陀聖衆来迎までを直線でつないだ

ちょうど中程、 雄山の一の越から三の越までの山肌の

中に阿弥陀如来らしき画像が塗りつぶされた気配があ

る（第1図E)。有頼は、 実はこの阿弥陀如来を礼拝し

ていると推測される。

有頻の頭部から矢疵阿弥陀如来の蓮台の部分を注視

すると、 うっすらとではあるが堂舎や装束を脱ぎ池で

裸になって水垢離をする人物が透けて見える（第1図

C)。実はこれが原図であり、 そのあと有頼が補策さ

れ、 さらにそのあと玉殿窟と矢疵阿弥陀如来．不動明

王が描かれ、 現在に至っていると考えられる。

有頼が補憎とすると、 雄山の一の越から三の越まで

の山）l/Lの中に埋もれた阿弥陀如来も補策ということに

なるが（第1図E)、 それでは、 原図ではどこにそれが

描かれているのだろうか。「金蔵院本」を参照すると

策2幅の中段やや上方、 おそらく在の河原のあたり（策

1図F)に塗りつぶされていると考えられる。

3_5 「坪井家A本」と「金蔵院本」の目連救母説話

の画像

立山父荼羅諸本には阿昴地欧に関する図柄として

「目述救f一：J:説話」が描かれている。これは目辿（釈迦

十大弟子の一人）が地獄に堕ちた母を助ける物語であ

る。この物語は「仏説目述救倍経」に記され、 それを

典拠に描かれた地荻絵のなかでは、 兵血の極楽寺所蔵

r六道絵』が特に詳しい。そこで、 これらの経典や地

獄絵を参考にして、 物語の祖筋をみていきたい。

目辿の低は死後、 阿鼻地獄に堕ちた。目連は阿昴地

私に行き紆を呼び出すと、 毎は獄卒の柏に刺され黒焦

げになって現れた。それがとんと突き落とされると、

既は人問の姿に戻る。そして目述を見るとここからす

ぐに助けてくれるよう哀願した。目辿は低のあまりに

も悲惨な姿を見て嘆き悲しみ、 お釈迦さんのもとへ

相談に行く。お釈迦さんは「それならば供妥してあげ
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なさい」と助言してくださった。 そこで目連は供1逢を

行い、 斑を阿秘地駄から救出した。しかし、 目連の爵

はかなりの悪人だったようで、 その後も大黒闇地獄や

餓鬼道、 畜生道へと性懲りもなく次々と堕ち続けた。

目連はその度に母を救出したが、 さすがにうんざりし

て、 お釈迦さんに相談すると、 「おまえの低の罪はあ

まりにも深く、 おまえ一人の力では及ばないから、 倍

侶をた＜さん集めてお盆の供投をするのがよい」と助

言してくださった。そこで、 目連は七月十五日の夏安

居の最終日に、 仲間の1咎侶たちを集め、 ご馳走を振る

舞って供投した。すると低はようやく人問の世界に戻

ることができた。さらにお釈迦さんの説法を聴聞し、

無事昇天したという。

さて、 「坪井家A本」や「金蔵院本」の施餓鬼法要

の場面をみていくと、 まず、 目連の毎が猛卒の柏で串

刺しにされ、 鉄釜の炎で焼かれている。それを前にし

て施餓鬼坦が設けられ、1許侶たちが半円状に立ち並ん

で法要が勤められている。i曽侶たちに囲まれた兵ん中

には目辿が坐して衣の袖で顔を毅って偲が苦しむ様子

を嘆いている。奥味深いのは施餓鬼法要の画像の傍ら

に如意輪観音菩陸が描かれていることである。 「坪井

家A本」と「金蔵院本」では、等活地駄の翁熱処の画

像が単独ではみられず、 この目連救栂説話のなかの鉄

釜がそれを示しているようにもとれる。すなわち、等

活地獄の翁熱処の画像と施餓鬼法要の画像が組合わ

さって目辿救母説話の場面を表現しているのである。

ところで「坪井家A本」や「金蔵院本」と同じょぅ

な構図をとる「来迎寺本」の目辿救灼説話の場面を見

ていくと、 「坪井家A本」や「金蔵院本」同様、等活地

獄の翁熱処の画像と施餓鬼法要の画像が組合わさって

表現されているが、 ただし目連が俯侶たちの半円の外

に配されている。そして、 施餓鬼法要の画像の近くに

血の池地駄と如慈輪観世音菩薩や血の池堂の画像が描

かれている。

この構図から推測すると、 「坪井家A本」や「金蔵

院本」にみられる目辿救母説話の場面の如意輪観世

音菩薩の図像は、 本来、 血の池地獄に付随して描かれ



ていたものであろう。「坪井家A本」や「金蔵院本」

は芦絣寺衆徒ではない部外者が制作したと考えられ、

立山山中に実在する血の池地獄や血の池堂、そこに

祀られた銅造如意輪観世音菩薩坐像（現在、窃山市

梅沢町の天台宗寺院円隆寺に所蔵されている）のこと

を正確には認識していなかったのであろう。部外者で

あった制作者は、既存の立山坐荼羅を参考として描い

たのであろうが、如慈輪観世音密陸そのものは削除は

しなかったものの、正しい位骰に配骰することができ

ず、よくわからないまま目辿救斑説話の場面にそれを

囮き換えたのであろう。なお参考までに、目辿救母説

話の場面に如意輪観世音菩陸を描く作品に、 「大仙坊

B本J、「稲沢家本」、「多質坊本」、「大江寺本」、

「玉林坊本」、「桃原寺本J、「伊藤家本」などがあ

げられるが、これらは立山衆徒が自ら描いたものでは

なく、おそらく外注作品であろう。

福江 充／江戸中l月の芦餅寺系立山此荼岳ir':と布柏儀式（のちの布柏莉Ii頭会）

ところで、以下参考までに立山及荼羅諸作品におけ

る目辿救母説話の描かれ方のパタ ー ンを幾つか指摘し

ておきたい。①等活地獄の翁熱処の画像、目連救低説

話の画像、施餓鬼法要の画像を3つとも切り離して描く

パタ ー ン。これには「相真坊B本J、「大仙坊A本」、

「宝泉坊本」、 「吉祥坊本」などがある。②等活地獄

の翁然処の画像を目連救低説話の場面に仕立て、それ

とは切り離して施餓鬼法要を描くパタ ー ン。これには

「善道坊本」、「泉蔵坊本」、「立山町本」、「玉林坊

本」、「桃原寺本」などがある。なおこのようなパタ ー

ン化がみられる理由として、芦餅寺ー山では、毎年7月

15日に衆徒たちが芦ii肝寺の娼堂や布柏付近に染まり、

大施餓鬼・血盆納経式を行っていた 121 。それゆえ立山

虻荼羅が外注された場合、制作者の理解の仕方によっ

ては、その画中で施餓鬼法要の場面と血の池地獄の場

面が混乱することも十分に考えられるのである。

4 「坪井家A本」と「金蔵院本」に描かれた布橋侮式

4.1 芦耕寺系立山曼荼羅と布橋儀式

江戸時代、立山は山中に地獄や浄土がある
＂

あの

世- と考えられていた。男性はあの世の立山で禅定登

山をすることで擬似的に死者となり、山中で地獄の設

め苦を受け、自分の罪を滅ぽして下山する。こうして

新たな人格• 生命に再生し、現世の安稔や死後の浄

土往生が約束された。しかし、当時の立山は女人禁制

であった。そこで、江戸時代、毎年秋彼岸の中日に山

麓の芦隙寺村では、男性の禅定登山と同義の儀礼とし

て、村の閻）砥堂・布柏・娼堂の宗教施設を舞台に、女

性の浄土往生を願って「布橋大泄頂」の法会が開1化さ

れた。地元宿坊衆徒の主他により、全国から参染した

女性参詣者は閥魔堂で懺悔の儀式を受け、次にこの世

とあの世の災界の布栃を渡り、死後の世界に赴く。そ

こには立山山中に見立てられた娼堂（芦餅寺の人々の

山神に端を発する娼灼．が祀られている）があり、堂内

で天台系の儀式を受けた。こうして全ての儀式に参加

した女性は、授戒し血脈を授かり、男性のように死後

の浄士往生が約束されたのである。

さて、以上の内容は箪者も含め、従来先学諸氏のあ

いだで一般的に語ってきた「布椋大泄頂」の概略であ

るが、こうした儀式の変造への問題を棚上げにした平

板的なとらえ方に対し、箪者は次第に疑問を抱くよう

になった。そこで、1994年に拙稿「立山此荼羅「坪井泥

斑氏本」について」13) を発表し、そのなかで「布橋大泄

頂」の時期的変造に沿目し、芦餅寺系立山及荼羅諸本

に描かれた布橋儀式の構図・画像のあり方を分析する

ことによって、それら諸本の成立時期を考察した。

すなわち、芦耕寺文苫から布橋儀式の具体的な内容

やその変造を分析し、江戸時代後期のいわゆる「布橋

大泄頂法会」の原初形態が、江戸時代初期に加賀溜初

代蔀主前田利家夫人芳春院と同溜2代溜主前田利長夫

人玉泉院によって娼堂の前の栃に白布を敷いて行った

橋渡り儀式にあること、またそうした儀式内容が、特

に文政3年(1820)の布橋の架け替えを境に次第に変

化し、もと硲野山の学侶龍淵などの影呼もあって、真

15 
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言宗の結縁泄頂の思想や作法が従来の儀式内容を整

理するかたちで取り込まれ、布橋の祗渡りをあくまで

も中核としながら胞］｝臨堂と娼堂での法要をより重視し

た完成度の研い法会、いわゆる布橋大泄頂 ．． 法会
＂

と

して再構成され、文政末期にはほほ確立したことを指

摘した。さらに、この論を基盤として、「坪井家A本」

原図を除く現存の芦11弁寺系立山及荼羅諸本には、文政

末期に確立した「布栃大泄頂法会」が描かれているの

で、これらは全て文政末期以降に制作されたことを指

摘した。

さて、上記の論文を発表してからはや十数年が経過

し、その間、芦餅寺の布柏儀式に関する新たな古文苫

史科も多数発見したため、布桧儀式の変造について述

べた旧論の部分的な補正が必要となってきた。

ー方、前章で「金蔵院本」が「坪井家A本J原図の

校写本であることを指摘したが、「金蔵院本」の発見

により、補筆で塗りつぶされている「坪井家A本」原

図の構図や画像、とりわけ布椋儀式の部分を具体的に

推測することが可能になった。それにより、旧論での

「坪井家A本」原図の分析結果に一部誤認があったこ

とが判明したので、これについても部分的な補正が必

要である。

そこで以下の章では、まず新旧の古文芯史料から

布栢儀式の変忍を再考し、次にその内容と「坪井家A

本」 ・ 「金蔵院本」に描かれた布橋儀式の構図や画像

とを比較しながら、江戸時代中期の布柏儀式について

考察していきたい。

4.2 布橋儀式に言及した古文書史料

芦絣寺の布橋儀式に言及した史科には、①享保7年

(1722) 「定（立山 大権現祭礼御鉤米記・立山御娼堂

祭礼御億證明記」 ),JI 、②延享4年(1747)9月に芦餅寺

衆徒 ． 社人中から加質溜寺社奉行所へ宛てられた杏

付 151 、③安永8年(1779)芦前寺日光坊「 芦隙娼棠大

縁起」 I
GI 、④立政7年(1795)芦絣寺大仙坊「立山御娼

胞布柏施主帳立山御娼将．別当大仙坊」 （芦餅寺大仙坊

所蔵） 17) 。⑤笈政7年(1795)芦絣寺大仙坊「立山御娼
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忍布低布施主l帳立山御娼．椋別当大仙坊」 （芦絣寺大仙

坊所蔵） 18) 。⑥11政10年(1798)佐藤李昌「立山紀行」

凡⑦文化2年0805)芦餅寺苦道坊「立山御娼粉荘

厳施主板」201 、⑧文化14年(1817)芦齢寺権教坊「芦

誼中宮寺娼堂大縁起」21) 、⑨文政3年(1820)芦餅寺

宝伝坊「御娼粉縁起」 22) 、⑩文政3年(1820)芦絣寺

泉蔵坊 「立山御娼P.i別当奉加帳 芦餅泉蔵坊」231 、

⑪文政6年0823)芦齢寺大仙坊「立山御娼粒別当

奉加帳芦絣大仙坊」24) 、⑫文政10年0827)芦絣寺

相苦坊「北国立山御娼堂別当奉加板」251 、⑬文政6年

(1823)から文政12年(1829)の間に作成された「立

山本地阿弥陀如来略記」26) 、⑭文政12年(1829)泥淵

改訂の芦耕寺泉蔵坊「芦齢中宮御儡椋縁起J271 、⑮文

政12年(1829)に作成されて以来、天保3年(1832)を

はじめ随時加筆訂正された「当山古法通諸事勤方旧

記」お）、⑯天保2年(1831)芦耕寺善道坊「立山御娼椋

布桧大泄頂勧進記」:l\l) 。⑰天保3年(1832)「若倍中

旧記之定」30) 、⑱天保11年(1840) 「義四行者当峯山

龍中復毅」31) 、⑲天保13年(1842)「諸堂勤方等年中

行事外数件」32) 、⑳安政5年(1858)と同6年(1859)

「布柄泄頂法会職衆諮定」 33) などがある。

4.3 布橋の用語の変遷

「布柏」の用語の変造を検討していきたい。布柏の

成立については、延宝2年(1674)「ー山旧記オロ」3.1)

に、天正18年(1590)に中宮娼堂・同橋などの修理が

行われたと記されていることや、文政3年(1820)布柏

再建の柏札銘文35) に、布橋が慶長11年(1606)に造営

されたと記されていることから、近世初期には既に架

けられていたと考えられる。

「布柏」の用語については、「ー山旧記オロ」36) に、

慶長19年(1614)に加賀落初代器主崩田利家夫人芳春

院と加賀溜2代溜主前田利長夫人玉泉院の二人が芦絣

寺の中宮娼堂を訪れ、同地で逗留し、その間に「御宝

前之柏二布橋を御掛、大分之儀式被為成」と記されて

いるのが初出である。同件は文化3年(1806)「立山

芦餅寺由来J 3;) や同年「由来：苫帳」381 、加質瑞史料．



燦長19年(1614)「寺社来歴」�)にもほぼ同様に記さ

れ、芳春院と玉泉院が関与しての布柏を利用した何ら

かの儀式が執行されたものと推測される。

さて、これらの史科に記された「布栃」の用語は、

いずれも橋上に敷き渡してできた布のア ー チを「布

柏」と表現したものであって、柏そのものを「布柏」

と呼んでいるわけではない。慶長19年(1614)当時及

び江戸時代前期、布栃は「布柏」とは呼ばれておら

ず、娼棠の手前を流れる娼谷川に架かっていたので、

「中宮娼堂 ・ 同柏」「娼堂御宝前之柏」「中宮娼堂之

柏」「娼堂l前橋」など、いわゆる「娼堂前の柏」の名

前で呼ばれていた10) 。まるで娼堂の付屈施設みたいな

呼び名である。それが、延享4年(1722)②史科に記さ

れるように、その頃には、人々のあいだで国生みの神

話などで知られる「天の浮橋」という神迫的な名前で

呼ばれている。

突政7年(1795)④史科や文化2年0805)⑦史料

でも布柏は「天の浮橋」と呼ばれており、既にこの呼

称が芦耕寺ー山の間で一般化していたようであるが、

そうした状況は文政3年(1820)⑨史科や文政10年

(1827)⑫史料にも記されているように、文政期まで

続いている。

以上のごとく、布柏は長い時期を「天の浮柏」と

いった神迫的な名前で呼び阻わされてきた。しかしそ

の反面、柏そのものには早くから仏教思想が反映され

ていた。

延享4年(1722)②史科によると、布柏は密教寺院

の堂内に懸けられる金剛界位荼羅と胎蔵界坐荼羅の

いわゆる両界姶荼羅に啓えられており＂八敷板の裏に

は実際に金剛界・胎蔵界の中心的な仏の種子が燐：苫さ

れていた-121 。また、安永8年(1779)③史料や文政3年

(1820)⑨史科には、布枯は唐の天台山方向寺（天台

山は現在の中国浙江省台州市に位骰する。仏教・道教

の有名な聖地）にある石柏（石梁飛泌）に菩えられて

いる。あるいは益野山奥の院の御廂川に架かる無明の

柏、伊努の五十鈴川に架かる宇治柏と共に日本三霊柏

のひとっとされることもあった431 。なお、 伊勢の宇治

福江 充／江戸中期のp餅寺系立山曼荼趾と布柏1筏式（のちの布柏樅頂会）

柏の代わりに、山城国山崎の淀川に架かる山崎柏（奈

良時代の1府の行基が架けたと伝えられる）＇＂や日光山

の大谷川に架かる神柏があてられる場合もあった。

橋の各部分も仏教思想にもとづく様々な数字にあわ

せて造られていた。柏の長さ25間は二十五菩薩（娼堂

御拝より栃詰めまでの距離が25問で、それを二十五菩

薩とする説もある）、硲さ13問は十三仏、幅2問のうち

の実質幅9尺は九品の浄土、桁の数48本は阿弥陀如来

の四十八願、敷板の数108枚は108つの煩悩の数、ある

いは数珠玉の数、梱干の擬宝珠の数6個は南無阿弥陀

仏の六字名号あるいは六地蔵菩薩、釘．鎚の数3万8千

8本は法華経の文字数といった臭合である-15} 。こうした

仏教数字や種子の功徳で、柏を渡った人々の罪は消滅

するものと考えられていたのであろう。このように、布

柄は「天の浮柏」といった神道的な名前を冠しながら

も、比較的早くから仏教的な橋として存在していた。

ー方こうした「天の浮栴」の呼称に対し、娼堂前の

柏そのものを「布柄」と呼称した初出史料は、宝暦10

年(1760)に芦前寺の役佃智道が娼堂宝前布柏の石

垣の修復を加質湘寺社奉行所に願い出た文杏である

が<6) 、前述のとおり、当時の他の史科にみられる布柏

の呼称はまだ「天の浮粕」が一般的であった。

布柏の呼称が「天の浮柏」から「布橋」に変わって

いく大きな契機となったのは、文政3年(1820)に行

われた布橋の再建であろう。その時の栃札銘文17} には

「越中国新川郡芦隙寺娼堂前布柏御再営之旨有厳命」

とあり、これ以後、布橋は「布柏」ぶ｝「宝前布橋」「娼

堂宝前布柏」「娼堂前布柏」などといったように、柏

そのものが「布柏」と呼ばれることが次策に多くなっ

ていった。天保期に入いると布栃の呼称は「布柏」が

一般的となった,,> 0 

ところで、このように布橋の呼称が文政期を様に

「天の浮柏」から「布柏」に代わっていくのは何故

か。江戸時代前期、芦隙寺ー山の宗教者数は神道的

な社人が仏教的な衆徒よりも断然多かったが、同時代

中期頃を楼に逆転し、衆徒が圧倒的に多くなった50} 。

だから、のちの芦1齢寺では神仏混沿の世界であったと

17 
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はいえ、次第に衆徒を中心にした仏教的世界が俊勢と

なったことも要因のひとっとして考えられよう。それ

に彩翠限され、布柏像式が神道的性格の強いものから次

第に仏教的性格の強いものに変化していき、その内容

も次第に整備され、芦絣寺を経済的に枇lす重要な行

事に発展したと考えられるSll 。さらにそれは衆徒たち

によって、地元や各国の布教地で強力に宣伝され、次

第に認知されたので、柏の名前も「布柏」が一般的に

なったのだろう。

4.4 布橋儀式に対する呼称の変遷

延学4年(1722)②史科には、文中に「御娼滋御宝前

之栢、今般御祭礼布橋之由緒申上候」と記され、娼堂

前の柏を利用して行っていた儀式、いわゆる布柏儀式

の名称が「布柏」であり、祭礼として認識されていた

ことがわかる。

時代はこれよりかなり下り、認政期の史科から布柏

儀式の呼称をうかがうことができる。露政7年(1795)

④史料と突政7年(1795)⑤史科は共に版本で、全く

同じ内容をもった史科である。ただし表題をみると、

前者が「立山御娼椋布柏施主帳立山御娼将．別当大仙

坊」、後者が「立山御娼祢布柏布施主帳立山御娼椋別

当大仙坊」と記され、微妙に異なっている。この差異

に重要な意味がある。すなわち前者の「布橋施主板」

と後者の「布橋布施主阪」の表現の差異から、ここで

いう「布柏」が祭礼を示す固有名詞であることがわか

り、当時、芦餅寺ー山では布柏儀式を「布橋」と呼称

していたことがわかるのである。 さらにこれは延享4

年(1722)②史科のなかで用いられている布柏儀式の

呼称と共通しており、したがつて布粕儀式は延卒4年

(1747)頃から筵政7年(1795)頃まで、のちにみられ

るような「布柏大泄頂」ではなく、「布柏」の固有名

詞で表現されていたことがわかる。

ー方、「罹頂」の用語については古文杏史科を管見

する限り、文化2年(1805)⑦史科に「御前二有柏。天

浮柏卜号ス。此上二秋之彼岸中日二三百六十返白布を

補、淮頂修行シ、諸人を渡」と記されたものが初出で

18 

ある。

「布柏」と「泄頂」の用語が合体した「布柏蔀頂」

の用語については、文政10年(1827)⑫史科に「御宝

前天浮橋有。此橋善根男女外不渡故、十方男女後生成

仏為、秋彼岸中日白布三百六十端懸渡、匹賎男女祁渡

故、布桧大潅頂号」と記されたものが初出である。

ところで、布柏を利用して行われた何らかの樅頂修

行が、文化2年0805)⑦史科に記されるように当時既

にのちの天保期の布橋大泄頂
t

法会
～

の形態にかなり

近づいていたとしても、それに対する「布柏蔀頂」の

用語はまだ生まれていなかったか、あるいは既に造語

されていても、芦耕寺ー山のあいだではそうした呼称

はまだ恨例化していなかったようである。

文政5年(1822)から文政12年(1829)のあいだに成

立した⑬史料には、白布柏の行き渡しや庭儀などで構

成された布柏大泄頂と思われる法会が記されている。

その文中に「布潅頂秘法」といった用語がみられ、

「布柄i龍頂」の用語が成立する直前の段階を示して

いると考えられる。さらに、芦餅寺に現存する版木の

うち、文政9年0826)に製作され、「泄頂」の用語が

刻まれ、内容的には明らかに布祇大泄頂法会の儀式を

示唆するもの521 がみられるが、その文言には「布橋泄

頂」の用語はみられない。

芦餅寺には「立山洛和光大縁起」と「芦餅中宮寺

儡棠大縁起」、「神分」の縁起3巻で1セットをなす

立山大縁起が3種類現存する。それらは、③安永8年

(1779)に製作された日光坊本と⑧文化14年(1817)

に権教坊が加質湘寺社奉行所に提出した芦隙寺ー山

会本、⑭文政12年(1829)に龍淵が誤りや難句義弁を

訂正した泉蔵坊本である。これら諸本の特に「芦餅中

宮寺娼堂大縁起」に記載された布柏儀式の呼称のあり

方をみると、文政期以前に成立した日光坊本と中宮寺

本には「布柏泄頂」の用語はみられないが、文政12年

(1829)に訂正された泉蔵坊本にはそれがみられる。

また、文政12年(1829)3月に芦絣寺から加質溜寺社奉

行所に宛てられたj,迩苫お）や文政12年(1829)⑮史料ふI)

にも「布橋樅頂」の用語がみられる。 さらに、天保期



に入ると布柏儀式は完全に「布柏蔀頂」の呼称で呼ば

れるようになるお）。

以上の・事例から推測すると、 「布柏大泄頂」の用

語・呼称は文政末期、 それも文政12年0829)頃に一

般化してきたようである。

4,5 布橋鋸式の内容の変遷

芦餅寺文：；'r-などの古文：苫史料を分析し、江戸時代中

期から後期までの布栂儀式の内容について検討を試み

たい。

享保7年(1722)①史料には、 立山大権現祭礼と立

山御娼堂祭礼に必要な供物や灯明の役用、 あるいは祭

礼執行に必要な費用が古き上げられている。特に毎年

旧暦の6月12日から15日にかけて執行された「立山大祭

礼」、 すなわち立山大権現祭礼には7石が必要とされ、

また娼堂の祭礼については「八月彼岸祭礼J、 すなわ

ちのちの「布栢大蔀頂法会」の前身に当たると思われ

る祭礼に対し18石5斗が必要とされている。

ここで注目すべきは、 「八月彼岸祭礼」や「立山大

祭礼」がいずれも「祭礼」として表記され、 芦lllff寺ー

山の年中行事になっている点である。 さらに「八月彼

岸祭礼」については、 それが「立山大祭礼」よりも2倍

以上も役用がかかる芦餅寺ー山最大の祭礼になってい

る点も注目すべきである。

この史料•からは「八月彼岸祭礼」の具体的な儀式

内容をうかがうことができず、 のちの布祇を利用した

布柏大i載頂法会との直接的な関係は不明である。しか

し、 この頃既に芦絣寺 ー山の年中行事として8月彼岸

に同寺泣大の儀式が行われていた事実は、 それ以前

の布橋儀式に関わる史科が、 前掲慶長19年(1 614)の

加賀溜初代溜主前田利家夫人芳春院と加質湘2代瑞主

前田利長夫人玉泉院によるものしか残っていないだけ

に、 布柏儀式の継統・変造といった問題を考えるうえ

で、 大きな意味があろう。

延享4年(1747)②史料には、 文中に「御娼堂御宝

前之柏、 今般御祭礼布柏之由緒申上候」と記され、 温

堂前の柏を利用して行っていた儀式の名称が「布柏」

福江 充／江戸中期の芦餅寺系立山泣荼羅と布柏儀式（のちの布柏i柑頂会）

であり、 祭礼として認識されていたことがわかる。ま

た、 文中に「然所、 彼岸中日御祭礼二而、 白布百三拾

六反を以、 閻）捻堂御娼堂御宝前迄配荘、 現当二世諸願

為成就秘処勤行仕候所、 右柏落申候二付、 橋二而勤行

仕候行者指止」と記され、 この祭礼の際には1囮）筵堂前

から娼堂前まで136反の白布が敷き流されていたことや

橋の上で「現当二世の諸願成就」のための勤行が行わ

れていたことがわかる。

ところで、 延享4年(1747)②史科には「右橋落申候

二付、 柏二而勤行仕候行者指止」と記されるように、

この時柏が落ちていて、衆徒たちは栃の上での勤行が

行えなかった。その対策として橋の前に白布を敷き、

柏の両端で引浮師と来迎師が柏渡しの勤行を行って済

ませている。

この史科には冒頭で御祭礼布祇の由緒を示すと記

されているが、 以下の文古中に出てくるのは布柏その

ものにかかわる儀式内容ばかりであり、 のちの布柏大

泄頂法会の関連史科に記されているような、1凶）延堂や

温堂での儀式内容、 あるいは浄土往生的な執行目的な

どの記載はまるでみられない。この時期の布橋儀式は

その呼称が端的に示すように、 抵の上での儀式が中核

だったのではないかと思われる。

安永8年(1779)③史科は縁起史科としての性格

上、 そこから布祇儀式の実態をうかがうことは難し

ぃ。しかし、 文：一占中に「麗女人成仏立孟楊」や「至未

釆永劫仏果円満菩提、 速到彼岸云云」、 「紫柔之影向

弥陀如来二十五菩薩聖衆与到彼岸頓成就、 安迩浄土祁

給」といった仏教的な表現が数多くみられ、 この時期

の布橋儀式の仏教法会化を考えるうえできわめて巫要

である。さらに、 この史料では布柏儀式に女人成仏の

観念や天台山の石柏伝説が取り込まれていることも腿

味深い。

突政7年(1795)④史科と党政7年(1795)⑤史科に

は、 「殊御宝前有 (2) 天之浮柏（り此柏言者渡苦人而

己。然所四海男女、 為 (2) 成仏 (l) 於 (2) 彼岸中日（り掛

(2) 渡白布百三十六反 (I) 、 救（レ）不（レ）別 (2) 設賎 (l}

給。」と記され、 彼岸の中日に、参詣者の成仏のため

19 
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天の浮栢に136反の白布を掛け渡して何らかの儀式を

行っていたことがわかる。また「如之百三十六端之布

柏掛而、万民悶楽御祈念執行仕、其上、為衆生霊魂成

仏法会致執行度処」と記され、この文：ばでは柏の呼称

がまだ「天の浮橋」であるものの、ー方で儀式の名目

が参詣者や衆生虚魂の「成仏」にあるとするところな

ど、この儀式には仏教法会的な要索が色涙くあらわれ
ている。

露政10年(1798)⑥史科は、芦齢寺ー山の内部者で

はなく、外部者佐藤李昌が立山を訪れたときの追中記

であり、そのなかに当時秋の彼岸に立山耕j山慈躾上人

の斑の葬礼儀式として何らかの儀式が行われていたと

記されている。おそらく、それまでにもみられる布柏

儀式のことをあらわしていると思われる。

文化2年(1805)⑦史料には「御前二有祇天浮柏卜

号ス。此上二秋之彼岸中日二三百六十返白布を補、潅

頂修行シ、諸人を渡、善悪の軽巫如鋭。fi'1善張三.v.f之

来迎祇上二拝ス。極悪之人此低砕筋渕庭況卜見江苦哉

御本豚之磐願二可度我山二諸縁之衆生五逆重罪之敬

難成後生、述二上品蓮台往生無疑者也」と記され、秋
の彼岸中日にはこの柏の上に360反の白布を敷き、具

体的な内容は不明だが莉肛頁修行を行っていた。布柏儀

式に「罹頂」の用語がみられるのはこの史料が最初で

ある。ただし、この内容をより詳細に検討すると、の

ちの布柏大糀頂法会で行われていたIIり）総堂や娼堂での

儀式のにおいはまるで感じられず、あくまでも柏の上

で行った何らかの儀式を「泄頂修行」と表現している

ようにみうけられる。また、 「泄頂」という密教儀礼の
用語を用いながら、ー方では参詣者に柏を渡らせ各自

の罪の重さを社り、善人は柏の上に阿弥陀三椋を拝む

ことができるとしている点などは、この儀式に対する

密教的な意識よりも、むしろ浄土往生的な意温が強く

あらわれている。いずれにしてもこの時期の布柏依式

は、やはり柏の上での儀式が中核だったのではなかろ

うか。

文化14年0817)⑧史科は、芦耕寺権教坊の縁起史

科であるが、根本的には安永8年(1779)③史科の写

20 

本であり、その位骰づけは同様である。

文政3年(1820)⑨史料には、「ゑ智乃衆生をわた

さんがため、石柏と名附、毎年秋彼岸中日に此柏に

百三十六端白布を掛渡シ、極楽浄土の志ゆごんして、

西方浄土江往生春る事無疑者也」と記している。この
記載からは当時芦隙寺で毎年秋彼岸中日に年中行事の

一つとして、娼堂の前の橋に136端の白布を掛渡し、阿

弥陀如米の西方極楽浄土を志向する来迎会的な儀式が

行われていたことがわかる。
アワレナルカナ7レス モウサレニコニン

文政3年(1820)⑩史料には「哀 哉我 不洩女人
スクフ 七イクワン ア・＼・ ヒ カン ・J-ウニ ・J- サンヒヤクロクシウクン 9ノ9ヽシ 力'r

救卜啓願、秋ノ彼岸中日二三 百 六十反ノ布祇ノ掛、
モロ、 ニコニン ワクシヘク ウケ サン マ ヤ カイ コレ ク トクケ·I・ エン ノ

諸ノ女人ヲ渡可（ぃ授 (2) 三昧耶戒ヲ。此功徳結縁之
トモカ，，カナウスアクトゥ ス ク七 ゲン 七 アンノン ゴ 七 シヤウ,. , イキ

3W. ハ必悪迫二不（ぃ随、現世安稔後世證卜l2l大菩
クイ

提 (I) 云」と記している。この記載からは、この頃芦餅

寺で毎年秋彼岸中日に女人救済を目的に年中行事のひ

とっとして、娼堂の前の柏に360端の白布で布祇を掛

渡して来迎会的な儀式が行われていたことがわかる。

また女性参詣者たちに布栃を渡らせることで、三昧耶

戒を授けたことになるとしており、「泄頂」の用語こ

そ用いられていないものの、兵言密教的な要索があら

われている。

文政6年(1823)⑪史科は、文政3年(1820)⑩史料

と同文である。

⑫芦絣寺相送坊「北国立山御娼堂別当奉加帳」は文

中に「時文政星次」と記され、さらに儡昨のお召し替

えについて言及し、それを「来子二月」のこととして

いるので、文政年間中の子年（文政11年）の前年、す
なわち文政10年(1827)に成立したことがわかる。

儀式そのものについては「御宝1�,j天浮栢有。此柏善

根男女外不渡故十方男女後生成仏為秋彼岸中日白布

三百六十端懸渡買賎男女埒渡故布祇大泄頂号。其時柏

中於三腺御来迎拝奉。則金銀瑠璃宝殿登五［舷女人不洩

成仏解脱者也」と記され、秋彼岸中日に娼堂の前の椋

に360端の白布を懸渡し、その上を設賎男女を問わず

参加の人々を禅き渡すといった儀式が行われていたこ

と、そしてそれが「布析大泄頂」と呼称されていたこ

とがわかる。ちなみにこの文：心に記された「布柏大泄



頂」の用諮が、秋彼岸中日に娼滋の前の柏を利用して

行う宗教儀式を「布柏大樅頂」とする初見である。

⑬芦耕寺日光坊所蔵「立山本地阿弥陀如米略記」の

文末には、添：占きとして「是ハ日本四十八阿弥陀、尾

洲知多郡常沿正住院貶居専阿上人御染之時、 右御願付

泥渕法印御話候事にて、 同硲縁弘厳御世話仕候」と記

されており、この縁起の内容は龍淵が日光坊弘厳を仲

介者として尾張国常沿の西山浄土宗正住院の専阿のも

とで行った講義内容を題材としていることがわかる。

そして、距淵は文政5年(1822)から同12年(1829)ま

で芦絣寺に滞在しているので、 それゆえこの縁起は、

日光坊弘厳とかかわることのできたその期問に成立し

たものと誰測される。

文政末期のこの縁起は、 当時の布柏儀式の概要を

比較的詳しく伝えている。それによると当時の布橋儀

式では、法要の楽器や声明が特き賑やかななかを、 男

女の参加者が蟻のように列をつくり、まず念仏称名を

行ったのち狛会所を出発して行迫した。 そして参加者

は白布の放き渡された娼棠の前の栢を渡らせられ、さ

らに引祥師と米迎師によって庭儀の法要が行われた。

当日、 娼堂の前の祇は玉簾金硲や綾紗錦紋、 宝 I罹幡盗

などで華脱に荘厳され、 また136端の白布が敷き流さ

れていた。

ところで、史料中にみられる「梨会所」や「引祢来

迎師ノ庭儀ノ式法」といった語句からは、この時期の

布橋儀式が既に庭儀や行迫などでWt成された法会と

して、かなり整備されたものであったことがわかる。

また、この儀式の執行慈義については「布権碩秘法ノ

伝来、女人ノ罪防消滅シテ即身成仏スル大法也」と記

し、 女性を「即身成仏」させることと兵言密教的に解

釈している。

文政12年(1829)⑭史科の内容から、当時の布柏儀

式が秋の彼岸の中日に行われ、 「布柏大泄頂」と呼称

されていることがわかる。儀式の際には、1ゼJI袋堂から

布栃を経て儡堂まで白布が敷き渡された。また1/rJI総堂

と娼堂は華やかに荘厳されている。当時この儀式には

老若男女を問わず多くの人々が結縁したことがわか

糾江 充／江P
・
中期の芦舵寺系立山虻荼鉗と布柏儀式（のちの布低ii'ETJ'!会）

る。

文政12年(1829)⑮史科によると、 当時の布柏儀

式は、 引祢師と来迎師をはじめ、経頭、念仏役、表白

読、 古実者、f"f-固、 天盗持、 幡持、 小使役、 燈明役、

板役などといった、 細かな役割分担にもとづいて執行

されていたことがわかる。また、参詣者から柏渡りの

布施が徴収されていたことや、 当日柏に敷く布は、 秋

彼岸前に芦前寺 ー山38軒より1反ずつ染められていた

こともわかる。

法会の進行をみていくと、まず梨会所で中老以上が

役俯役割などについて打ち合わせをする。次に引森師

がI!-猜j)延棠へ行き十念を出すと、 依式は泄頂法楊で引営

師と来迎師を中心に、 経読→庭讃→行迫の順で執行さ

れる。その後、娼堂内で、 院主により血脈などの供法

が勁修される。ー方、布柏儀式が執行される当日の早

朝、 院主によって一 山衆徒や村人に百万辿念仏や十念

が授与されており、 布柏儀式に浄土宗的‘必囲気をかも

し出させている。

以上の内容から、文政12年0829)頃の布柏儀式

は、 布柏の柏渡りを中心に閻）総堂や娼堂で行う儀式も

含め、 「法会」として完成の域に達していたことがう

かがわれる。

天保2年(1831)⑯史料は、 芦l隙寺善道坊の三河国

の屯；:','. 那場を対象とした布柏依式のための勧進品である

が、そこからは、当時の布橋儀式が「布柏大泄頂」と

呼称され、 来迎会的な劣囲気をもったものであったこ

とがわかる。

天保3年(1832)⑰史科には、布柏儀式の際の若俯

の役割として庭讃、鉢、鋭、法螺、音金、 華龍があげ

られている。また恒例の柏渡しの1；袋式では、若俯2名が

手引きをしている。内道場（娼堂）での法要の際、若

俯たちは、 歩金、 半錨、 伝供、表白、 不動滋、三陀羅

尼、仏設、 諸真口などを担当させられた。このなかの

不動滸:.;, は兵言色の強い淑であり、三陀羅尼や諸兵言

なども含め、この時期の娼堂での儀式には、若千、兵

言密教的な要索がみられる。

天保11年(1840)⑱史料からは、 同年の布柏儀式に
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木食聖の義野が特別参加していることがわかる。具体

的にその内容をみていくと、 まず8月27日朝、 娼堂に衆

徒や村方の老若が参詣し、 衆徒によって勤行が行われ

た。それが終わると義既の説法があり、 また日中には

初夜の行事として説法が3座行われた。翌日の8月28日

朝、 衆徒によって勤行が行われ、 そのあと午後12時か

ら布橋儀式が執行された。 その際の儀式次策は義四が

一時的に儀式に参加しているものの全体的には従来ど

おりであった。義翌の儀式への関与をみていくと、 衆

徒たちか娼堂道場に入るに先立ち、まず義四が高座に

登り、 入道楊後、 四方の扉を開くと正面・左右・後に

向かって十念を授与した。それが終わると義毀は帝釈

堂にさがり、その後は、 衆徒たちが従来どおりに儀式

を執行した。ー方この年の布柏儀式におけるもうひと

つのエピソ ー ドは、 尾張国知多郡半田村の信者たちが

音楽（雅楽）を携えて参加したことであり、それまで

以上に賑やかな法会になったという。これが史科上、

布柏儀式に音楽が加わった初見である。

天保13年0842)⑲史料勾からは、布柏儀式が、 閻魔

堂での懺悔戒と三昧耶戒を授ける法要、 布柏を利用し

ての行渡し法要、儡堂での天台系の四箇法要（唄・散

華・梵音・合易杖という四曲の声明を軸に組み立てられ

た法要）の3種類の法要を組み合わせて構成された法会

であったことがわかる。すなわち、形態的には天台系の

法要をベ一スとして組み立てられた法会として成立し

ていたが、 ー方、 思想的には真言宗の結縁泄頂の考え

方も取り込まれていたようである。それは、 閥）捻堂内で

の参詣者に対する三昧耶戒文ぶ）の授与にあらわれてい

る。すなわち兵言密教では、蔀頂の受者は自身が本来

有する仏性に目筵めるため、泄頂を授かる前に三昧耶

戒を受けることがしきたりとされているのである。

以下、 当時の布柏儀式（この時期は既に布捻大泄

頂法会てして確立している）の内容を、 部分的には文

政12年(1829)⑮史料からうかがわれる内谷も加味し

て、 具体的にみておきたい

法会の日（秋の彼岸の中日）が近づくと、 芦隙寺に

は加質溜領国内外から多くの参加者や見物人が訪れ、

22 

各宿坊などで準備を整え、 法会の開始を待ちわびてい

たと考えられる。

法会は正午から始まるが、．事前に衆徒や日屈いの

門前百姓が諸準備を行う。まず会場となる閻脱堂や娼

徴、 布柏、 及びその界隈を大掃除し、 脚総堂から布柏

を経て娼堂まで、 白布を敷き流して3列の白道を造る。

それには衆徒が勧進活動で信者から得た360反の白布

が使用される。この白道は法会の舞台なので、一般見

物人が入れないように両側を竹垣（行馬竹）で囲む。

次に布橋の上では、 両側の欄干に6本の幡や68本の桜

の造花、1000挺の蝋燭を立てて飾り付ける。この他、

閻腐堂や娼堂の車干先に、 前田家の家紋入り大提灯をさ

げ、 閻炭堂手前の玉橋から娼堂までは380の万灯（灯

徒型提灯）と小灯を灯す。これで、 日中でも泡暗い杉

林の兵っ直中の会場,,i は、 火の光で幻想的に派出され

る。娼堂内では、 本椋に対する仏布施や丸餅などのお

供えの他、 須弥坦上に小袖や帝（北側の須弥坦上）、

白布1反（南側の須弥坦上）を掛け供える。

こうして全ての．準備を整え出勤の衆徒や社人が沐

浴したのち、 いよいよ正午から布柏大蔀頂が開始さ

れる。

さて、 法会を勤める衆徒たちを式衆というが、なか

でも中心的に法要全体を祁く役を禅師という。この法

会では、 衆徒のうち高位の長官（別当・一老、 芦餅寺

ー山主席）と院主（別当・ニ老、芦餅寺ー山次席）が

それぞれ森師として、 女性参列者をこの世からあの世

ヘ送り出す引祁師役と、 女性参列者をあの世で迎える

米迎師役を勤める。

まず、 参加者は閻腐堂に入れられる。堂内で引甜師

が懺悔戒文という文句を唱えるあいだ参加者は各自の

罪を懺悔する。次に、 引祁師が三昧耶戒文という文句

を唱えるが、 これは参加者が泄頂を受ける前に授かる

べきもので、そこには、 参加者に対し、 各自がもつ仏

性（ー切の衆生が備えている仏になれる本性）に目筵

めさせる意味がある。さらに、仏の金剛界大日如来を

讃える詩文を唱え、法華経を読み、諸兵言を唱える。

即総堂での法要が一 通り終わると、 参加者は引芍



師や式衆に森かれ、声明曲や楽器（鉢・錫杖・法螺・

銃 ・ 引金）の音に包まれながら、蝋娼や万灯の光で荘

厳されたなかを、白布の上を歩いて布柏へ向かう。硲

末には雅楽も持ち込まれ、かなり賑やかになった。そ

して、ついにこの法会のメ ー ン ・ イベントである布橋

の上での蔀頂行迫、すなわち「行渡講」が行われる。

参加科は最低10匁だった。なおl松j)砥堂での法要や行渡

品の際の式衆及び行事役に、 来迎師（二老・院主）、

引祁師（一老• 長官）、庭讃、法螺、鉢、銃、音金、古

実者、念仏、堂達、讃頭がみられる。

布祇の閻l泣堂側の端から橋の中央に向かって、引芍

師が率いる式衆の一群が高位の順に立ち並び、逆に娼

堂側の端から柏の中央に向かっては、来迎師が率いる

式衆の一群が高位の順に立ち並ぶ。柏の両端の兵ん中

には引森師と来迎師が立ち、修法を行う。それが終わ

ると、参加者は式衆たち総勢百十数名に白道の両側を

囲まれ、楽器の音が評くなか、2人の手引きの小｛沿に禅

かれて、布柏上の臼道を渡る。

布柏での行渡講が終わると、参加者は娼堂に入れ

られる。微内では式衆が天台系の四箇法要(4つの声

明曲の唄・散華・梵音・錫杖を軸に組み立てられた法

要）を勤める。さらに、 来迎師が参加者に血脈 （正し

い密教の秘法が伝授された証明となる設符）を授与

し、汲後に説法をした00) 。なお、娼堂内での法要に参

加する式衆及び行事役に、唄師、散華、対腸、梵音、

錫杖、表白、 唱礼、前讃、本筵讃、後讃、宝号、伝供

がみられる。

女性の参加者たちは、この法会に参加することで、

死後の極楽浄土への往生が約束されたか、あるいはそ

の場で即材成仏したのだという61) O 

以上が、江戸時代文政後期以降の布栢儀式の内容で

ある。このように、当時の布柏儀式は、(1)閥炭堂で

の懺悔戒及び三昧耶戒を授ける法要と(2)布柏の行

き渡し法要、(3)娼堂での天台四箇法要及び血脈授与

の3つの法要で構成されていた。

⑳安政5年(1858)と同6年(1859)の「布橋泄頂法

会職衆訥定」 621 からうかがわれる布橋儀式の内容は、

福江 充／江戸中期の芦貯寺系立山此荼紐と布柏骰式（のちの布柏泄頭会）

天保13年(1842)頃のそれとほとんど同じ形態をとっ

ている。ただ法会の規模は若干小さくなっている。娼

蕊での法要に参加する式衆として唄師、散華、錫杖、

梵音がみられ、天台系の四箇法要が行われていたこと

がわかる。また円頓章凶）も唱えられており、天台宗的

色彩がより強くあらわれている。

4.6 文政期における布橋鋸式の内容の変化

布柏儀式の内容は文政期を様に微妙に変化してい

るようである。前述の各史科から布柏儀式の内容をみ

ていくと、延享4年(1747)と文化2年(1805)の史科

からは、白布を1月l臨堂前から布柏を経て娼堂前まで敷

き渡している点から推察して、両堂及びその本的がこ

の儀式に何らかの特別な宗教的慈義をもって関わって

いるように感じられるが、儀式の所作そのものについ

ては、あくまでも柏の上で行う勁行や泄頂修行と称す

る何らかの所作を主体としていることがわかる。すな

ゎち閻／砥堂や娼堂が儀式を執行する際の法場にされて

いるようには見受けられず、 むしろ娼堂の前の柏が天

の浮栢や両界此荼羅といった神型な場所、あるいは泄

頂法場に見立てられて、その柏の上で実際に「勤行」

や、具体的にそれがどのようなものであったのかは不

明だが「泄頂修行」と称する何らかの儀式が執行され

ているのである。また、文化2年(1805)の史科からは

芦餅寺ー山の衆徒以外にも儀式に参加する人々の存在

がうかがわれるが、延享4年(1747)の史科からは儀式

そのものの華やかさや、儀式に参加したり結縁したり

した人々による賑やかしさは全く感じられず、他の年

中行事と同じようにあたかも芦絣寺ー山の衆徒だけで

儀式を執行していたような感じさえ受けるのである。

これに対して、 文政期以降の布栃儀式の内容につい

ては、例えば文政12年(1829) 「当山古法通諸事勁方旧

記」をみてみると、まず集会所で中老以上が役俯役割な

どについて打ち合わせをする。次に引禅師がI即j脱党ヘ

行き十念を出すと、儀式は泄頂法場で引芍師と来迎師を

中心に、経読→庭讃→行道の順で執行される。その後、

娼堂内で院主により血脈などの供法が勤修されるといっ
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た具合に、布稔や閻炭堂・娼堂といった宗教施設はもち

ろん、さらには施設間のスペースまでをも筵道として総

合的に利用した大がかりなものとなっている。

ところで、天保3年(1832)以前の布柏儀式では、来

迎師役を芦耕寺ー山の長官（別当・一老、芦絣寺ー山

主席）が、引祁師役を芦耕寺ー山の院主（別当・ニ老・

芦朗寺ー山次席）が勁めていたが、それが同年の改革

で逆になり、それ以後は来迎師役を院主が勁め、引慈

師役を長官が勤めることになった（註64)。芦隙寺ー山

の役職では長官が最高位でそれに次ぐのが院主であっ

た。しかし、芦l附寺ー山では様々な儀式での授げ事は

全て院主の役割と定められており、布稔儀式の際、女

性参列者に血脈を授ける役割を担うのも院主に限定さ

れていた。したがって布橋儀式の際には、総合的には院

主が実質的なリ ー ダーであった。院主か来迎師を勤め

るということで、送る側より迎える側の地位が高くなっ

た。これは布橋儀式を梢成する1判／総堂・布柏・娼堂で

の3種類の法要のなかで、それまで特に重視されていた

布柏行き渡し法要と同じくらいに娼堂内での法要も巫

視されるようになってきたことのあらわれである。すな

ゎち、布柏行き渡し法要は女性参列者や結縁参詣者に

対し布柏儀式のメ ーンイベントとして大切であるが、し

かし法会の思想的完結を求めるならば、女性参列者に

対する娼堂での血脈授与は最も大切な儀式であろう。

天保3年(1832)以前の布橋儀式のように院主が引甜師

を勤めた場合、女性参列者を布柏行き渡し法要に群い

たあと、米迎師に女性参列者を託して娼堂での法要を

行う事 になる。芦隙寺ー山では血脈の授与は院主の権

限と定められており、したがつて授与の際には院主が

来迎師や女性参列者をどこかで追い越して娼堂での血

脈授与に備えなければいけないといった無理な事態が

生じうる。女性参列者や結縁参詣者が増えてくると、

当然法会の進行にも滞りが生じるであろう。これに対

し、天保3年(1832)の改革では院主が来迎師役を勤め

ることになるが、これによっで法会はそれを構成する各

法要が途中で寸断されることなく、ひとつの流れとして

進行し、最後は院主による血脈の授与ですっきりと完
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結させることができるようになった。「坪井家A本」原

本から同本現在図への布柏儀式の描き方の変化に、引

祁師式衆にも地して来迎師式衆が増貝して描かれてい

ることがあげられる（引祁師式衆7名に対し米迎師式衆

13名）。これもまた娼堂内での法要が巫視されるように

なってきたことのあらわれであろう。なお、こうした布

桧儀式における配役の改革に先立ち、文政8年0825)

に閻腐堂から布橋までの新道が造常されたこともお1 、後

述する閻炭堂での女性参加者に対する三昧耶戒授与の

儀式の充実などといった点で、布柏儀式に変化をもた

らす要因のひとっになったと思われる。

さてこれ以降、天保期頃の布橋儀式は、形態的には

天台系の四箇法要をベースとして組み立てられた法会

として確立しており、その規校はピークに達していた

ようだ。思想的には兵言宗の結縁泄頂の考え方が多分

にとりこまれており、それは閻腐堂内での参詣者に対

する三昧耶戒文の授与にあられている。すなわち兵言

密教では、泄頂の受者は、 自身が本来有する仏性に目

筵めるため、泄頂を授かる前に三昧耶戒を受けること

がしきたりとされているのである。

安政期頃の布柏儀式の内容は天保期頃のそれとほ

と んど同じ形態をとっている。ただ、法会の規校は若

干小さくなっている。娼堂での法要に参加する式衆と

して唄師、散華、 錫杖、梵音がみられ、天保期の場合

と同様、天台系の四箇法要が行われていたことがわか

る。また円頓序も唱えられており、以前に増して天台

宗的色彩が強くあらわれている。

4.7 龍淵と布橋大灌頂法会

布栃儀式の変革期である文政期は、もと蒻野山の学

侶泥淵が芦絣寺に定住していた時期でもあった。この

時期、箪者は訛淵の影評で布柏儀式の呼称が「布柏大

泄頂」に変わったり、儀式内容に兵言密教の蔀頂の要

索が取り込まれたものと推測している。 これに対し、

当時、湖淵がそれを実行するのに十分な知識をもって

いたことを示す史料が、彼が芦齢寺を離れたあとに晩

年を過ごした越中八尾の兵言宗宝帷寺に残っている。



それは、 文化7年(1810)に高野山正智院で行われた

伝法泄頂について記した図面7枚である。それらには

それぞれ「初夜心南院方内道場図井戦衆座胎中院J

「後夜心南院方内迫場図井載衆座金中院」・「三昧耶

戒宝性院逍楊図中院心南院方」・「内道場初夜図井職

衆座中院心南院方」・「内道場後夜図井I\彰衆座中院心

南院方」・「三昧耶戒道場図中院流心南院方」・「遥

列図中院流心南院方」と表題がふられている。このな

かで「三昧耶戒道場図中院流心南院方」と「遥列図」

の両図は、 布柏大樅頂法会の行道拗面ときわめてよ＜

似ているのである。

7枚のうちの1枚である「三昧耶戒道場図中院流心南

院方」の端苔きには次のように記されている。

「文化七年庚午九月廿九日、 （房 ー •土 一 ）於正智

院迫楊、 大阿 1紺梨善染院前官兵海（前左学頭仙巌）

（御歳八十二）、 為阿1対l梨辮恭（照空房修禅院） • 阿

闊梨文賀（隆道房成就院）両人被授与伝法潅頂時之

図。同十月四日（斗ー ・水一）於同院前左学頭体妙

（総持院）（御歳七十）被授与伝法潅頂於阿闊梨凌空

（大巌房花王院） •阿闊梨実与(i浄迎房親正院）時亦

須此図突」

これによると、 上記の7枚の図面は文化7年(1810)

9月29日に正智院で大阿湖梨善梨院前官真海（当時82

歳）が阿閲梨辮恭（照空房修禅院）と阿闊梨文質（隆

道房成就院）の両名に伝法泄頂を授与した時の図面

と、 同年10月4日に同じく正智院で前左学頭総寺院体

妙（当時70歳）が阿閣梨凌空（大巌房花王院）と阿闊

梨実与Gi争迎房親正院）の両名に伝法泄頂を授与した

時の図面であるという。

さ て、 宝軽寺の兵言宗寺院としての証山溜からの

寺号免許取得のうえでの正式 な開寺 は、 天保元年

(1830) 11月で、 これは泥淵の尽力によるものだっ

た。したがつて、 前述の伝法樅頂の図面は、 高野山と

直接関係がある記淵でなければ宝瞳寺に持ち込むこと

ができないと考えられる。なお、 前述の伝法泄頂の図

面が作成された文化7年(1810)当時、龍淵は加賀蒋に

対し高野山天徳院の再建を求めるため、 同湘金沢城下

伽江 充／江戸中期の芦餅寺系立山蕊荼禅'と布柏儀式（のちの布h謡iHJ'i会）

に文化3年(1806)から滞在中であった。したがつて伝

法泄頂の図面は龍淵本人の作成ではなく、 泥淵に何ら

かの必要性が生じ、 のちにその儀式に直接かかわ った

人物から入手したものと考えられる。

ここで、 浮かび上がつてくるのは前掲の端杏きに登

場する善梨院兵海である。宝軽寺の過去板によると苦

梨院兵海は紺淵の高野山学侶時代における師匠のひと

り であった。泥淵と兵海は44歳の年齢差があった。兵

海が何年まで生存したか定かではないが、 泥淵は兵海

が亡くなる前に、 彼から伝法樅頂の図面を入手した可

能性もありえよう。そうすると、 泥淵は布低儀式の変

革期である文政期頃、 芦餅寺の衆徒たちを納得させる

には十分な、 泄頂儀礼に対する本格的な知識をもって

いたと考えられるのである。あくまでも推測の域を出

ないが、 布橋儀式の布柏大mi頂法会への名称・内容の

改変を仕掛けた人物は泥淵だった可能性が高い。

4.8 江戸時代中期・後期の芦耕寺をとりまく社

会環境と布橋儀式

筆者は以前、 布柏儀式の内容が文政期を桜に微妙に

変化していった理由として、①芦隙寺ー山の組織構成

の変化（衆徒と社人の数のバランス）に影評されたも

の、②19世紀以降の立山への参詣者の増加に対応しよ

うとしたことによるもの、③芦前寺の娼堂や布栃など

の宗教施設の状態によるもの、④芦絣寺の勧進布教活

勁の動向と連動するもの（立山の宗教的権利を巡って

の芦耕寺衆徒と岩朗寺衆徒とのあいだの争論が根底に

ある）、⑤芦l隙寺に定住したもと高野山の学侶訛淵の

彩野によるもの、 などの要因を指摘した66) 。

さて、 この節ではこれらの要因以外に重要と思われる

点を指摘したい。

4. 8. 1 芦耕寺村の人口激減状況

明和5年(1768)4月から安永9年0780)4月のあいだ

に、 芦絣寺村の総人口が410名から半分以下の201名に

激減し、 そしてそれは文化元年(1804)の224名、 文化

10年(1813)の380名を経て、 天保10年(1839)に418
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名となってようやく激減前の状況にもどっているG
;) o 

いかなる理由でこのような人口減が生じたのかは明確

でないが、不作による飢饉681 や疫病流行6�) などの影特

が考えられる。

いずれにしても、芦餅寺ー山の男性が総出で参加し

なければならない布橋儀式において、衆徒・社人109名

から74名への減貝は、低式執行のための予符や配役な

どの面でその内容に何らかの影評を及ぼしたと考えら

れる。また、こうした儀式の費用を 一部負担しなけれ

ばならない義務を負った門前百姓の216名から76名ヘ

の減貝もまた、布柏儀式の内容に執行予符的な面で何

らかの影評を及ぼしたものと考えられる。

4.8.2 布橋儀式と白布の調達

布栢儀式で用いられる白布は、どの＜らいの長さを

どのようにして調達したのであろうか。布柏儀式に関

する前掲史料から、儀式で使用される白布の長さを

史料の年代順にみていくと、延享4年(1747)②史料

では136反、安永8年(1779)芦絣寺日光坊③史科で

は136反、笈政7年(1795)芦絣寺大仙坊④・⑤史科

では136反、文化2年(1805)芦絣寺善道坊⑦史科で

は360反、文化14年(1817)芦餅寺権教坊⑧史料では

136反、文政3年(1820)芦絣寺宝伝坊⑨史料では136

反、文政3年(1820)芦絣寺泉蔵坊⑩史料では360反、

文政6年(1823)芦il!if寺大仙坊⑪史料では360反、文

政10年(1827)芦絣寺相善坊⑫史料では360反、文政6

年(1823) -同12年(1829)氾淵⑬史料136反、天保2

年(1831)芦餅寺苦道坊⑯史料では360反、天保13年

(1842)芦餅寺ー山⑲史料では360反となっている。

こうしてみると、芦絣寺ー山衆徒が集め求める白布

の分斌については、早くは文化2年(1805)に善道坊が

360反の臼布を求めている例もあるが、概括的にみる

と、文政期のあいだに136反から360反へと2.5倍以上の

分益に増加している。そして天保期に至っては完全に

360反となっている。

文政12年(1829)芦餅寺ー山⑮史料には「（前略）

橋布、ー山三十八軒な壱反宛出ス事先例也。但シ、未

出者捐料として弐百文宛指出ス事先例也」 ;01 と記さ

れ、布柏儀式に必要な白布360反のうち、少なくとも

38反は芦餅寺ー山の受け持ち分として各宿坊家で割り

振って用意されていたことがわかる。しかし、残り分

としてまだ322反の用意が必要である。毎年の布柏儀

式にぱ、その年に娼堂別当の役職を輪番制で任される

宿坊家衆徒が、ー山衆徒の中心となって白布などを準

備しなければならなかった。それゆえ別当職を任され

る前年には、それをまかなうために村，！那場で特別な勧

進活動を行う必要があった。

前掲の苦迫坊などは木綿の名産地である三河国を

柏那場としていたので、白布の湖達は比較的行いやす

かったのではないかと思われる。なおそうしたことが

文化2年(1805)善道坊⑦史料の「360反」の記載に表

れているのであろう。また、日光坊も同じく木綿の名

産地である尾張国知多郡を桁那場としており、弘化3

年(1846)年の同地村，！那場での廻内荘配札活動で、現金

を除き白布だけで250.5反の寄進を受けている;u 。

さて、布橋儀式に必要とされた白布の分砧の増加

は、それを敷き渡す総面栢の拡大、すなわち布柏儀式

そのものの拡大などを示していると思われる。ただし

白布の分批の増加は、前述の善道坊や日光坊のように

木綿の名産地を板那場としている宿坊家以外のいずれ

の宿坊家にとっても、白布の調達を可能とする流通シ

ステムが成立しないと対処できないことである。越中

国の木綿の流通をみていくと、文政から天保期に新川

木綿が加賀活の主要産物になっており;21 、このことと

布桧儀式で用いる白布の分紐の増加、すなわち儀式規

模の拡大とは密接に結びついているものと思われる。

5 芦耕寺系立山曼荼羅諸本に描かれた布橋侮式の構図と画像

箪者は以前、芦餅寺系立山袋荼羅諸本における布柏
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儀式の描写状況を分析したことがある73) 。それによる



と次のような描写状況が指摘できる。

①布椋儀式の白布は111,])筵堂固脱王から布栢を経て娼

堂娼将まで敷き渡され、この儀式が閻I捻棠と布橋・娼

堂の3軒の宗教施設及びその披内地を会場として行わ

れることを表徴している。そしてそれは、 各堂舎の本

椋である固炭王や娼．椋との結縁も示唆している。

②布橋儀式の場面については、布橋を挟んで閻炭堂

側には布柏直前から引祢師の式衆と参列者を描き、これ

に対し娼堂側には布柏直前から来迎師の式衆を描く。閻

脱堂から布柏までの儀式の図柄は、閻腐堂での参列者

に対する懺悔戒授与と三昧耶戒授与の儀式が終了し、

これから布柏の行き渡し儀式が行われようとしているこ

とを示唆している。そして、娼堂側の布祇直前で米迎師

の式衆が待ち受けている図柄もこれから行われる布橋

の行き渡し儀式を示唆している。ー方、参列者が布柏の

行き渡しを終えたのち来迎師に娼堂まで祁かれ、同堂で

行われる法要、あるいは何らかの秘密の儀式に参加する

といったイメ ー ジはほとんど示唆されていない。すなわ

ち、いずれの作品においても、娼堂での儀式に関する意

識はきわめて希沌である。あくまでも布枯の行き渡し儀

式に主眼がおかれて描かれているようである。

③娼堂への入り口を描かず、堂内いっばいに娼椋を

描き込み、娼堂に入ろうとする慈識自体が希恋な作品

がきわめて多い。

④全1本的にみて、娼堂のなかに入り何らかの儀式を

綺I 充／江戸中期の芦絣寺系立山位茶羅と布柏儀式（のちの布柏泄政会）

行おうといった意識が表れているものはほとんどない。

⑤参列の女性たちが目隠しをしている図柄は一例も

みられない。

⑥参列者は必ずしも女性ばかりとは限らず、なかに

は男性がみられる場合もある。文：・占史料からも現実的

には男性と女性の両方が参加していたことがわかる。

沿物をたくし上げている表現は男性。 女性はオ ー ソ

ドックスに沿流している。先頭は杖を持つ老婆で表現

されていることが多い。笠は被っている場合とそうで

ない場合がみられる。沿物は必ずしも白装束とは限ら

ない。参列者は草股を股いている場合、足袋を股いて

いる場合、索足の楊合がみられる。

⑦作品によっては儀式への参列者が善の綱を握り

合っている図柄もみられ、この儀式が葬送儀礼の意味

合いも含んでいることがわかる。

この中で特に①から⑤の内容は諸作品に通じてみら

れる一般的な傾向である。ここで重要なのは芦耕寺系

立山必荼羅の布柏儀式の場面が視聴者に与えたイメ ー

ジは、布柏行き渡し儀式についてのものだった。芦餅

寺衆徒やその信徒にとっての布栢儀式に対するイメ ー

ジは、儀式内容がいろいろ変造しても、本質的にはf/\j

腐棠や娼堂での儀式に対してあったのではなく、やは

りこの布栃行き渡し儀式にあったといえるのではない

だろうか。

6 「金蔵院本」に描かれた布橋侮式の画像について（第5図参照）

「金蔵院本」をもとに「坪井家A本」原図の布椋儀

式の場面の構図や図柄を復元する。まず、「金蔵院

本」の布橋儀式の楊面を詳しく見ておきたい

「金蔵院本」では、布橋儀式の場面は、 第2幅～第

4幅にかけて、中段やや下に大きく描かれている。

6. 1 「金蔵院本」の施設の描き方

第2幅中段やや下に娼堂及び堂内に安岡された娼椋を

描く。娼椋は色とりどりに17身本描かれている。第3幅中

段やや下、左側に布柏を描く。布柏の色は木色。擬宝

珠が6つついている。いずれも緑色。布橋の土台の石垣

は描かれず、桧脚だけで支えられている。布栃下には、

娼谷川の大蛇が泥の姿で描かれ、布橋から転落した腰

巻きの女性を食べようとしている。娼谷川には、龍から

逃れようとする裸の女性が2名みられる。第3幅中段やや

下、右側に閻涎堂を描く。閥l臨堂の中にはfill炭王や冥官

などと思われる4鉢の店鴻本がえがかれているが、それぞ

れの種類は不明である。閻魔堂の裏側に堂舎(2)、向
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かって右横に堂舎(3)、 さらにその右側に四巫塔(4)

が描かれている。策4幅中段やや下に(5)~ (7)の芦

餅寺の諸堂舎が描かれ、 その前方には垣根(8) ·(9)

が施されている。

6.2 「金蔵院本」の人物の描き方

6. 2. 1 式衆の状況

引森師の式衆は①～⑧までの8名が描かれている。

その内訳は引祢師の行列の先頭から順番に見ていくと

次の通りである。布祇渡り口近くの黒；；；と付のイ府侶⑥・

⑦。袈裟は無沿用。提灯を付けた龍頭枠を掲げ、 先

祢役として歩いている。袈裟は無沿用。茶色の；；；計付と

俯網カタギ、 七條袈裟（赤色・校様）を沿用した倍侶

①。柏扇をもつ。芦餅寺ー山の院主で、 布柏大罷頂法

会執行の総貢任者。幡をもって院主の横に随行する黒

裳付の俯侶④・⑤。袈裟は無沿用。特に⑤は衣の袖を

たくし上げ、 紐でくくつて背中で綽り上げている。バ

ツを持つ黒；；；と付の1府侶②・③。袈裟は無沿用。女性の

参列者に天盗（龍頭に天臨がさげられている）をかざ

す黒裳付の俯侶⑧。袈裟は無沿用。引�q.師の式衆たち

はいずれも裸足である。

来迎師の式衆は（ア）（イ）（ウ）の3名が描かれて

いる。その内訳は来迎師の行列の先頭から順番に見

ていくと次の通りである。茶色の裳付と七條袈裟（赤

色・校様）、 長吏頭巾を沿用した俯侶（ア）。柏扇を

もつ。茶色で校様が付いた；；；と付と七條袈裟（水色・校

様）、1む綱カタギを沿用した俯侶（イ）。柏扇をもっ。

（ア） • （イ）俯侶に天臨（龍頭に天盗がさげられてい

る）をかざす黒裳付の1曽侶（ウ）。引祢師の式衆たち

はいずれも裸足である。

ところで、 引蒔師式衆と来迎師式衆とでは、 来迎師

式衆のほうが俯侶や天益などが大き＜丁察に描かれて

いる。ただし人数は引森師式衆が8名、 来迎師式衆が

3名で引祢師式衆のほうが少し多い。引芍師より来迎

師が大きく丁京に描かれるのにはそれなりの理由があ

る。すなわち、 「金蔵院本」の布柏儀式の構図・画像は

天保元年(1830)以前の布柏儀式の様子を反映してい
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ると考えられるが、 この時期、 米迎師役は芦l愉寺ー山

首席の長官（別当・一 老）が、 また引舜師役は芦絣寺

ー山次席の院主（別当・ニ老）がそれぞれ勤めていた。

したがつて引祁師役の院主よりも来迎師役の長官のほ

うが格上であり、 それが画像に反映されているのであ

る。 これは「坪井家A本」原図においても同様である。

その後、 天保3年(1832)に布柏儀式が一部改革さ

れ、 来迎師役は院主が、 引禅師役は長官が勤めること

となった。したがつて、 それ以降の 一般的な芦餅寺系

立山虻荼羅では、 来迎師よりも引甜師が、 その天盗な

ども含め若干大きく丁宗に描かれるといった傾向があ

る。芦餅寺系立山虻荼羅諸本のうち、 引祢師が来迎師

よりもやや大きめにあるいは丁3界に描かれている作品

は、 天保3年(1832)以降に成立した可能性が高い。

6.2.2 女性参列者の状況

(a)の女性は白装束を沿用。帝は白色。頭に白の三

角頭巾を沿ける。裸足である。i呼中をかがめ合常して

行道している。(b)の女性は白装束を沿用。頭に白の

三角頭巾を沿ける。裸足である。秤中をかがめ左手で

杖をつきながら行迫している。 (a) · (b)いずれも

目防しはしていない。

6.2.3 結縁の参詣者

（あ）は在家の参詣者と思われ、黄色の衣服で描か

れている。脆いて娼j原を礼拝しているように見える。扇

子を膝元に憫いている。（い）は俯侶の参詣者で黒衣

を着用している。秤中に風呂敷包みを秤負っている。

6.2.4 鋸式の流れと特徴

「金蔵院本」では、 布柏儀式の場面は、 第2幅～第4

幅にかけて、 中段やや下に大きく描かれている。儀式

の進行方向は画面に向かって右から左である。すなわ

ち閻｝盆党側から布柏を挟んで娼堂側へと進んでいく。

このように、 一般的な芦餅寺系立山蕊荼羅とは逆の構

図で布柏儀式が描かれているのである。

画面に描かれた瑞面は、 布柏儀式の 一 連の法要の



うち、女性が布柏を渡る直前の状況を描いたものであ

る。引埒師に祁かれた女性参列者が、これから布柏を

渡ろうとしている。列の先頭の俯侶は既に布橋に足を

踏み入れている。次に引森師の院主が渡ろうとしてお

り、その後ろに引祁師式衆のイ許侶や女性参列者が続い

ている。布橋の対岸では、布柄の手前で来迎師のイ沿侶

祢江 充／江戸中期の芦耕寺系立山姶荼品\/: と布柏儀式（のちの布柏i戦頂会）

3名が待機している。女性参列者が布橋を渡ってくると

出迎えるのである。そして、娼堂の中へ禅いてい＜。

ここで典味深いのは、 この布柏儀式において閻炭

堂が全く関係していないことである。 この作品の構

図や画像には、 布柏を渡ることと娼堂に意識が骰か

れている。

7 「坪井家A本」現在図に描かれた布橋儀式の画像について（第6図参照）

7. 1 「坪井家A本」現在図の施設の描き方

第2幅中段やや下に娼堂及び堂内に安岡された娼腺

を描く。娼党の屋根などの描写から、 同棠は原図に対

して少なくとも2度補箪が施されている。現在の娼堂は

原図よりも やや小ぶりに描かれている。娼根は最前列

の本祢3-0本と思われる将．身本が桃色の腰巻きを沿けて描

かれている。いずれの娼9-�も赤色の頭巾をかむってい

る。娼堂の側壁の補筆によって一部の娼I邸が塗りつぶ

されている。第3幅中段やや下、左側に布橋を描く。布

橋の色は木色。擬宝珠が2つまで確認できる。布橋の

土台の石垣は描かれず、橋脚だけで支えられている。

布椋下には、娼谷川の大蛇が龍の姿で描かれ、布橋か

ら転落した白装束の女性 を食べようとしている。第4

幅中段やや下に閻臨堂と1ml捻王を描く。策3幅の布柏

の右手に原図の1rn1臨堂と思われる滋舎が浮かび上がつ

ている。 「金蔵院本」の(5)~ (7)に該当する棠舎と

「金蔵院本」の(8) · (9)に該当する垣根が塗りつぶ

されて、その付近に前述の新たな閥）筵堂及び11!,1)盆王、

三重塔、銃桜堂などが描かれている。

7.2 「坪井家A本」現在図の人物の描き方

7 .2 .1 式衆の状況

引祁師の式衆は①～⑦までの7名が描かれている。

その内訳は引涼師の行列の先頭から順番にみていくと

次のとおりである。黒裳付に茶色の袈裟を沿用した1沿

侶⑤。灯明を持つ。茶色の裳付に七條袈裟（赤色）を

沿用した俯侶①。赤色の柏扇を持つ。黒裳付に茶色の

袈裟を沿用した倍侶⑥。黒裳付と赤色の襟巻きを沿用

した俯侶② ・③。袈裟は沿用せず、 バツを持つ。黒裳

付を沿用した俯侶⑦。黒裳付と七條袈裟 （赤色と水色

の格子校様）を着用した1府侶④。手提げの太鼓のよう

なものを持つ。

来迎師の式衆は （ア）～（ス）までの13名が描かれ

ている。その内訳は来迎師の行列の先頭から順番に

みていくと次のとおりである。茶色の裳付と七條袈裟

（赤色・校様）、 長吏頭巾を沿用した俯侶（ア）。柏

扇を持つ。茶色で模様が付いた裳付と七條袈裟（ 水

色・校梯）、倍綱カタギを着用した俯侶（イ）。柏扇を

持つ。 （ア） • （イ）｛曽侶に天盗 （泥頭に天盗がさげら

れている）をかざす黒裳付の俯侶（ウ）。さらにその

後ろに黒裳付のイ沿侶（工）～（力）の3名。娼堂から敷

き流された白布に塗りつぶされた黒裳付のイ爵侶（キ）

～（ス）の7名。

7.2.2 女性参列者の状況

女性参列者は(a)~ (j)までの9名である。いずれ

も白装束と白い笠を滸用している。目隠しはしていな

ぃ。この9名には3種類の筆致が見られ、(a)と(b)、

(c)と(d)、(e) ~ (j)の筆致が、それぞれ共通し

ている

7.2.3 結縁の参詣者

布柏儀式に結縁する参詣者は（あ）の1名である。

7.2.4 儀式の流れと特徴

「坪井家A本J原図では、布柏儀式の場面は、第2幅
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～第4幅にかけて、中段やや下に大きく描かれている。

儀式の進行方向は画面に向かって右から左である。す

なわち閻炭堂側から布栢を扶んで娼堂側へと進んでい

く。一般的な芦餅寺系立山位荼羅とは逆の構図で1もIJ砥

堂と娼堂が描かれており、したがって布栢儀式の進行

方向も逆のかたちをとっているのである。

画面に描かれた場面は、布柏儀式の 一 述の法要の

うち、女性が布桧を渡る直前の状況を描いたものであ

る。引芍師に迎かれた女性参列者が、これから布柏を

渡ろうとしている。列の先頭のイ許侶は布栃に足を踏み

入れる直前である。次に引埒師の院主が続き、さらに

そのうしろに引祁師式衆のイ府侶や女性参列者が続いて

いる。布柏の対岸では、 布柏の手前で来迎師のイ沿侶13

名が待機している。女性参列者が布柏を渡ってくると

出迎えるのである。そして、娼堂の中へ禅いていく。

ここで腿味深いのは、布栃儀式で閻l臨堂が全く関係し

ていないことである。この作品の構図や画像には、布栃

を渡ることと娼堂に滋識か置かれている。

8 「坪井家A本」原図から現在図にかけての布橋侮式の構図・画像変化（第6図参照）

8. 1 施設の描き方の変化

現在図では第4幅中段やや下に即砥堂とll狙総王を描

く。この部分には「金蔵院本」の(5)~ (7)に該当す

る堂舎と「金蔵院本」の(8) · (9)に該当する垣根が

塗りつぶされている;.I) 。その付近には三巫塔や銃桜堂

なども描かれている。また、第3幅の布祇の右手に原図

の閻9盆堂と思われる棠舎と閻磁王と思われる粉．体が浮

かび上がっている。

8.2 人物の描き方の変化

8. 2. 1 引涵師式衆の付加

引営師式衆①～⑧のうち、①・②・③・④4名と⑧

1名は原図がそのまま活かされている。①～③3名は

「金蔵院本」の①～③に該当する。 「金蔵院本」には

④の1杓侶は見られない。 女性参列者に天盗をかかげ

る⑧のイ府侶は、「金蔵院本」⑧に該当する。その他の

⑤～⑦3名は付加されたものである。付加された俯侶

の画像をよく見ると、輪祁線の太さや細密さが原図の

それとは義なり、太く祖略になっている。 「坪井家A

本」には「金蔵院本」に見られる④～⑦のイ爵侶は見ら

れない。

8.2.2 女性参列者の付加

女性参列者(a) · (b)2名は原図がそのまま活か

されている。この2名は「金蔵院本」の(a) · (b)に
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該当する。その他の(c)~ (j) 8名は付加されたもの

である。付加された女性参列者の画像をよく見ると、

輪祁線の太さや細密さが原図のそれとは異なり、太く

粗略になっている。原図では、女性参列者に天盗をか

かげる俯侶が行列の最後尾であったと考えられるが、

現在図では1因l砥堂を原図とは別の楊所に新たに配[I',:

し、それと原図の行列の被後尾とを、新たに女性参列

者(c)~ (j)を杏き加えてつないだかたちとなってい

る。原図では、来迎師の別当（ア） • （イ）2名に天盗

をかかげるイ許侶（ウ）が行列の最後尾であったと考え

られる。

8.2.3 来迎師式衆の付加

来迎師式衆（ア）～（ス）のうち、（ア）～（ウ）3 

名は原図がそのまま活かされている。この3名は「金蔵

院本」の（ア）～（ウ）に該当する。その他の（工）～

（ス）10名は付加されたものである。付加された米迎

師式衆の画像をよく見ると、＇論祁線の太さや細密さが

原図のそれとは異なり、太く粗略になっている。

8.2.4 結縁の参詣者

布柏儀式に結縁する参詣者（あ）は、 「金蔵院本」

の参詣者（あ）に該当し、原図から既に描かれていた

画像である。
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おわりに

以下は本稿のまとめである。

1. 「坪井家A本」と「金蔵院本」の特徴について

「坪井家A本」と「金蔵院本Jは、 いずれも芦齢寺

の布柏儀式（のちの布柏大泄頂法会）が描かれている

ので、 芦朗寺系立山蛇荼羅である。

「坪井家A本」には、 原図に対し部分的に天保元年

(1830)の補箪を含む少なくとも2度の補筆が施されて

いる。ただし立山地獄や立山浄土、 布施館の諸堂舎、

芦餅寺仁王門、 芦 1隙寺布栃などの梢図や各画像には

補筆は施されておらず、 原図のままである。「坪井家

A本」の原図の箇所と「金蔵院本」の当該箇所を比較

すると、 構図のみならず画像単位で合致する部分が多

く、 両作品のあいだに校写関係が確認できる。その場

合、 「金蔵院本」の幾つかの画像には、 立山位荼羅諸

本の定型画像が変形したと思われる表現（例えば「禿

杉」の画像が「仙人」の画像に変化している）がみら

れるので、 それがみられない「坪井家A本」原図が元

本と考えられる。ただし、 「坪井家A本」原本を直接

校写して「金蔵院本」が制作されたか否かは不明であ

り、 他にもこの2作品と同じ構図や画像をもつ同類作品

が存在し、 それを校写した可能性もあろう。

「坪井家A本」原図と「金蔵院本」の校写関係が判

明したことで、 「坪井家A本」の塗りつぶされた原図

の構図や画像を推測することが可能となった。天保元

年(1830)に補策が施された「坪井家A本」原図は、

当時既に「古画」と称される状況にあったことから、

江戸時代中期の成立と考えてよいだろう。したがつて

「坪井家A本」原図と「金蔵院本」の構図や画像は、

江戸時代中期の芦絣寺系立山父荼羅の一例をあらわし

ていることになる。

その主な特徴は次のとおりである。①玉殿窟の場面

は一般的な芦隙寺系立山蛤荼羅では第3幅に描かれる

が、 「金蔵院本」では策2幅に描かれている。推測の

域は出ないが、 「坪井家A本」原図も同じ構図をとっ

ていると考えられる。②立山地獄の場面に閻盆王と冥

官が描かれていない。③一般的な立山及荼羅では、ぷ犬

卒が亡者を頑丈な鉄釜で煮る場面が等活地獄の袋熟

処として描かれ、 それとは別の楊所に施餓鬼法要の場

面が目辿救苺説話（阿鼻地獄）として分割して描かれ

るが、 これらの二つの場面が併合して描かれている。

④画中、 登拝路の動線が向かって左側下段からはじま

り、 ジグザグに立山雄山山頂へ向かっている。⑤一般

的な立山袋荼羅よりも画中に描かれる参詣者の数が多

ぃ。立山の主峰群に比較的多く参詣者が描かれてい

る。⑥布橋儀式が一般的な芦雌寺系立山曼荼羅のそれ

とは逆の進行方向で描かれている。すなわち、 画面に

向かって左側に即臨棠、 あいだに布橋を挟んで右側に

娼堂が描かれ、 儀式は左側から右側に進行するかたち

で描かれている。なお布桧儀式と閥魔堂は切り離され

て描かれている。なお、 特徴④・⑤のように立山山中

での禅定登山を強く意識した描き方については次のよ

うに考える。すなわち、江戸時代中期に芦絣寺ー山と

岩耕寺ー山のあいだで立山の宗教的権利を巡る争論が

勃発した際、 正徳元年(1711)以降、 加質瑞公事楊奉

行の裁定にもとづいて芦齢寺ー山が立山山中に直接閃

わる宗教的権利を失うことになるが、 それにもかかわ

らず、 芦耕寺ー山が、 加賀滞の最終的な裁定が下る天

保4年(1833)までは、 立山山中に直接関わる宗教的権

利に執沿し続けていたことのあらわれであろう。

ところで、 「坪井家A本」原本と「金蔵院本」はい

ずれも、 血の池地狐と目辿救母説話の描かれ方や雄

山 ・ 大汝山 ・ 別山の主峰群の描かれ方、 女人禁制伝説

の描かれ方などから、 芦餅寺衆徒によって描かれた作

品ではなく、 外注作品であることがわかる。また各画

像の筆致から、 索人によるものではなく、絵師によっ

て描かれた作品であると推測される。そうすると、 芦

餅寺系立山及荼羅は江戸時代中期には既に外注されて

いたことになり、 当然その起源はそれよりも遡るもの

と考えられる。
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2. 「坪井家A本」原図と「金蔵院本」にみる江戸時代

中期の布橋儀式

「坪井家A本」原本と「金蔵院本」の梢図や画像が

江戸時代中期のものであることから、両作品に描かれ

た布橋儀式の構図や画像も江戸時代中期の儀式内容を

反映していることになる。そしてそれは、登場人物の

着衣や:事物から仏教法会のかたちをとっていることが

わかる。

そこで、当時の布橋儀式の内容を検討するため、芦

餅寺文：一位からその変造をみていくと、布橋儀式に関す

る文献史料上、仏教的な表現が確実に、なおかつ色談

＜みられるようになるのは、安永8年(1779)日光坊の

縁起史科である。このなかに女人成仏や阿弥陀聖衆来

迎と浄土往生、天台山の石栃伝説などの観念がみられ

る。もっとも、享保7年(1722)には既に8月彼岸の祭

礼として年中行事化しており、また延享4年(1747)

当時の布栢が神道的な「天の浮柏」の呼び名で称され

ながら、ー方では兵言密教の両界蕊荼羅の思想なども

混入された仏教的な橋でもあったことから、布祇儀式

の仏教法会化は、その完成度はともかく、比較的早く

に進んでいたのではないかと思われる。笈政期の布柏

儀式にも仏教法会的な性格が色談くみられ、文化期に

至っては、浄土往生的な観念を土台に骰きながら、一

部、真言密教的な「蔀頂」の観念も加わっている。た

だしこの時期の「泄頂」の表現は、布桧儀式における

抵の上での勤行などの所作に対し「なんとな0龍瑣の

ようなことを行っている」といったぐらいの認識で用

いていたと考えられ、兵言密教の寺院で正式に行われ

るような「罹頂」の思想や所作を正しく理解し実践し

ていたとは考えがたい。

文政期は文政3年(1820)の布橋の再建を契機に布

柏儀式の大きな変革期となった。 それまでの儀式内容

に兵言密教の「泄頂」の思想を取り込み、儀式の進行

上、より完成度の高い法会になることを目指しての整

備期間といえる。おそらくそれには、当時芦餅寺に定

住していたもと蒻野山学侶泥淵が大きな彩恕を与え

ていたものと思われる。布稔の呼称が「天の浮栢」か
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ら「布柏」に、布恰儀式の呼称が「布柏」から「布橋

大樅頂」、使用される白布の砿が「136反」から「360

反」に変化していくのもまさにこの時期である。そし

て天保期に入ると、布柏儀式は、1問脱堂での懺悔戒と

三昧耶戒を授ける法要、布橋を利用しての行き渡し法

要、娼堂での天台系の四箇法要（唄・散華・梵音・錫

杖という四曲の声明を軸に組み立てられた法要）の3

種類の法要を組み合わせて構成された法会として確立

する。これ以降、布柏儀式の内容は概ねこのかたちで

江戸時代最後の年まで続くのである。

さて「坪井家A本」原本と「金蔵院本」に描かれた

布橋儀式の様子をみていくと、画面には、引祢師式衆

と彼らに祁かれた女性参詣者が、布栃の手前から布

橋を経て娼堂まで敷き渡された三列の白布の上を歩い

て、布柏の手前まで行道してきた様子を描く。布橋の

向こう岸には女性参詣者を待ち受ける来迎師式衆が描

かれている。これからまさに女性参詣者たちの布柏行

き渡し法要が始められようとしているのである。他の

芦餅寺系立山虻荼羅諸本に描かれた布柏儀式の内容と

同様に、「坪井家A本」原本と「金蔵院本」の画面で

は明らかに布柏儀式の主題が布稔行き渡し法要である

かのような描き方である。ただし、ここでひとっ沿目

すべき点は布柏儀式に対してl松jj臨堂が全く関与してい

ないことである。江戸時代中期に成立した「坪井家A

本」原本と「金蔵院本」の構図・画像においては、布

柏儀式は仏教法会としてあっかわれているものの、ま

だ天保期の布柏儀式のように、 1判｝袋堂・布橋・娼堂で

の3種類の法要を組み合わせて構成された、いわゆる

確立した布橋大泄頂
＂
法会

＂
のかたちでは描かれてい

ないのである。女性参詣者に対する布柏行き渡しと娼

堂での血脈授与などの法要はある程度想定できるよう

に描かれているが、やはり江戸時代中期の布橋儀式の

性格が画像にも反映されており、布橋行き渡し法要に

強く意温が岡かれた描き方になっているといえよう。

ところで、天保3年(1832)以前の布柏儀式では、

来迎師役を芦餅寺ー山の長官（別当・一老、芦隙寺ー

山主席）が、引森師役を芦餅寺ー 山の院主（別当・ニ



老、芦餅寺ー山次席）が勤めていたが、それが同年の

改革で逆になり、それ以後は来迎師役を院主が勤め、

引蔚師役を長官が勤めることになった。芦II許寺ー山の

役戟では長官が最硲位でそれに次ぐのが院主であっ

た。しかし、芦餅寺ー山では様々な儀式での授け事は

全て院主の役割と定められており、布祇儀式の際、女

性参列者に血脈を授ける役割を担うのも院主に限定さ

れていた。したがって布橋儀式の際には、総合的には

院主が実質的なリ ー ダーであった。院主が来迎師を勤

めるということで、送る側より迎える側の地位が高く

なった。これは布橋儀式を構成する閥I総堂・布柏・娼

堂での3種類の法要のなかで、それまで特に重視され

ていた布柏行き渡し法要と同じくらいに娼堂内での法

要も重視されるようになってきたことのあらわれであ

る。すなわち、 布橋行き渡し法要は女性参列者や結縁

参詣者に対し布柏儀式のメ ー ンイベントとして大切で

あるが、しかし法会の思想的完結を求めるならば、 女

性参列者に対する娼堂での血脈授与は最も大切な儀

式であろう。天保3年(1832)以前の布橋儀式のよう

に院主が引禅師を勤めた場合、女性参列者を布柄行き

渡し法要に葬いたあと、来迎師に女性参列者を託して

娼堂での法要を行う・―:J.� になる。芦絣寺ー山では血脈の

授与は院主の権限と定められており、したがつて授与

の際には院主が来迎師や女性参列者をどこかで追い越

して娼堂での血脈授与に備えなければいけないといっ

た無理な事態が生じうる。女性参列者や結縁参詣者が

増えてくると、 当然法会の進行にも滞りが生じるであ

ろう。これに対し、天保3年(1832)の改革では院主が

来迎師役を勤めることになるが、これによって法会は

それを構成する各法要が途中で寸断されることなく、

ひとつの流れとして進行し、最後は院主による血脈の

授与ですっきりと完結させることができるようになっ

た。なお、こうした布栃依式における配役の改革に先

立ち、文政8年(1825)に閻）延堂から布柏までの新迫が

造営されたことも、閻）盆堂での女性参加者に対する三

昧耶戒授与の低式の充実などといった点で、布稔儀式

に変化をもたらす要因のひとつになったと思われる。

福江 充／江戸
・

中期の芦餅寺系立山此荼羅と布柏儀式（のちの布柏泄碩会）

3. 立山曼荼羅研究に対する今後の展望

最後に立山虻荼羅研究に対する今後の展望である。

今回「坪井家A本」原図と「金蔵院本」の校写関係が

示すように、新しい構図をもつ作品がでてきている時

期にもかかわらず、何らかの理由であえて古い構図を

もつ作品が校写されるといった事例が確認されると、

立山位荼羅の構図や画像が全ての作品において、芦餅

寺ー山単位で同時間的・同次元的に成立・推移してい

くと考えることはもはや困難である。

立山位荼羅に関する研究分野においては、 何軒か

の芦餅寺宿坊家の実態や根那場形成、 廻桁配札活動

などの実態が判明してくるにつれ、各宿坊家の生活レ

ベルの格差をはじめ柏那場対象地域やその形成時期

の辿いが浮かび上がってきている。こうした差異を考

駆すると、立山蕊荼羅の構図や画像の変化は、芦耕寺

ー山組織を単位する同時間的・同次元的にではなく、

むしろ各宿坊単位で時問幅をもっておこっていたと考

えることも必要ではなかろうか。 宿坊家によっては、

先進的な作品をどんどん取り入れて用いた衆徒もあれ

ば、 旧タイプの作品を長期にわたって大事に用いた衆

徒もあると考えられ、その作り替えの時期や、構図や

画像の選択についても宿坊家によって差異が生じる可

能性がある。

今後は、立山曼荼羅諸本の構図や画像そのものの分

析にも増して、作品を取り巻＜社会環淡を探るべく、立

山衆徒そのものとその布教を受けた板那場の人々の実

態などを明らかにしていく必要性を強く感じている。
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第5図 「立山曼荼羅 金蔵院本」に描かれた布橋儀式の様子 原図制作：杉本理恵氏
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写真1 「立山曼荼羅
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福江 充／江戸中期の芦餅寺系立i.lJ必茶羅と布柏儀式（のちの布柏椛頭会）

註

1)福江充「立山位荼羅 『坪井部

童氏本』について」（福江充落『立

山信仰と立山給荼羅一芦前寺衆

徒の勧進活動 ー （日本宗教民俗

学叢：；1:: 4)」所収、89頁~114頁、

岩田害院、 1998年4月）。

2) l犯淵については以下の論文が

ある。 福江充「 もと硲野山の学

侶記淵 の在地宗教活動 一 芦餅寺

ー山とのかかわりを中心として

ー 」 （福江充著「立山信仰と立山

蛤荼羅』 所収、 11頁~40頁）。

稲江充「史料紹介邸野山学侶泥

淵箪：「訟j野山天徳院由来等魏，］己

文化三年J」(「‘畠山史坑第142·

143合併号』所収、86頁~104頁、

越中史坑会、 2004年3月）。

3)註1幅江溢文。

4 )福江充「芦絣寺宿坊家の廻柏

配札活動とその収益の行方」（「近

世立山信仰の展開 一 加質稲芦Iliff

寺衆徒の柏那楊形成と配札ー （ 近

世史研究叢：；1:: 7)」所収、 424頁、

岩田害院、 2002年5月）。 芦絣

寺宿坊家衆徒たち が文政7年

(1824)にー 同評議して定めた

澁国廻松の定：；界（「諸国廻板会

得之定：1 杯立山芦l隙寺 廻板仲問中

文政七甲申年閏八月定改」［廣

瀬誠編「越中立山古品録第1巻』

所収、 123頁~124頁、 立山IJ!:l

発鉄道株式会社、 1989年9月〕）

には、 廻板仲間中 として芦絣

寺 33衆徒と5社人のう ち 26衆

徒の辿判し かみられず、 述判の

ない衆徒．社人は当時何らかの

理由で廻柏配札活動 を行ってい

なかったものと推測される 。な

お、 辿判のみられない衆徒は龍

泉坊・浄光坊・教順坊・大釆坊・

一相坊 ・ 正栄坊· 宝珠坊であ っ

た。

5)『富山県史史科和(I)古代 』(46

頁・47頁、富山限、 1970年3月）。

6)「新潟保の 地名（日本歴史地

名大系15巻）』 (75頁、 平凡社、

2001年7月）。「角川日本地名大

辞典15 新潟限j0342頁、 角

川・↓咋与、 1989年6月）。 金蔵院

発行のリ ー フレット。

7) 立山町史編築室組「立山;1;•1来

延命地蔵銘小矢部市観音寺境内

安[ii」(1972年5月）。

8)福江充「1；；；喩芸国の立山信仰 ー

芦餅寺衆徒 が江戸時代後期以降

に信涙国で形成した杞那場につ

いて 一」（福江充著『近世立山信

仰の展IJ叶所収、 131頁~214

頁）。

9)「立山大権現他国出即板井岩I餅

寺新規同配札御指留之出訴願：；1;:

井二始末御宥方済口御諮：；I]=等オロ

天保三年従辰十二月至同四巳九

月晦日」 （『越中立山古記録策1

巻』所収、 141頁・148頁）。「岩

前寺新規 1m 板井配札仕二付、 御

指止之歎願；lけ指出候件々·,i,j条慈

得方出訴御詮義中諸端往復留記

弐冊之内上巻天保三 巳年従辰

十二月至同四年巳十月」（「越中

立山古記録第1券j所収、 155

頁）。「当山速要御用留定目代

天保十三壬寅年」（『越中立山古

記録第2券j所収、 134頁、 立

山IJfJ発鉄迫株式会社、 1990年4

月）。

10)「立山芦絣御娼灼．前布柏大罹

頂勧進品宝伝坊現住（印）文政

13年寅年正月吉日」（長野県小

谷村の個人所蔵）。 この史料に

よると、 小谷村あ たりが芦雌寺

宝伝坊の校那場だったようで、

小林政 之丞、 小林勝左術門、 宝

谷吉左術門、 宝谷庄右衛門、 杉

原善右衛門、 杉原米右衛門、 杉

原常左衛門、 杉原兵左術門らの

名前が記されている。

11)「近世後期における芦餅寺系

立山此荼羅の制作過程について

の一 試論」 （福江充箸「立山信

仰と立山父荼羅』所収、 137頁

~ 176頁）。

12)「諸堂勤方等年中行事外数件

天保十三年度」(l岱瀬保編『越

中立山古記録第4巻」 所収、 1

頁~64頁、 立山関発鉄迫株式

会社、 1992年6月）。

13)註1福江論文。 の ちに福江充

著「立山伝仰と立山位荼羅j (89

頁~114頁）に再録。

14)享保 7年0722)「 定（ 立山

大椛現祭礼御偽米記・ 立山御娼

堂祭礼御他!�登明記」（ 芦Iliff寺 大

仙坊所蔵）。福江充「芦隙寺の娼

J、原とお召し替え行事」（「富山県［立

山栂物館］研究紀要第12号」

所収、 64頁、 2005年3月）。

15)延享4年0747)9月に芦齢

寺衆徒·社人中から加賀湘寺社

奉行所へ宛てられ た杏付 （ 芦前

寺雄山神社所蔵）。

乍恐口上：；りを以申上候。

ー 、 度、口上：苫を以申上候。 御

娼党御宝前之柏、 今般御祭礼布
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柏之由紹申上候。御品御宝·wi之
柏者金）j台両夫没多羅天地和合天

之浮柏与申候。然所、彼岸中日
御祭礼二而、白布百三拾六反を
以、閻l砥党御娼堂御宝·,),j迄配荘、

現当二世諸願為成就秘処勤行仕

候 所、右柏落申候二付、柏二而

勤行仕候行者指止、来年柏御掛
ii'(出来 仕候糊右布栢供脊相勤可

申筵悟二御座候。然共御祭礼 一

向相止申儀難仕御座候I闊、杯rn,j

二布配両詰二而引森師来迎師御
渡之勤行仕候。然所毎度御願申

上候得共、 当年者御けん約二而
御掛直難為極旨被為仰渡米年御
掛直被為極可被下旨 付災候 所、
先達而申上候迎、大四降申 所ニ
而、一夜二五尺八尺余茂降申候。
左候得者、か里柏二而者御儡堂
帝釈堂迎路罷成不申大富二而

破拍仕儀茂可有御座哉奉存候二
付、唯今御断申上岡候。以上。

延享四年九月

立山芦餅寺衆徒中（黒印）
16) 安水8年(1779)芦餅寺日光

坊「芦餅娼堂大縁起」・ 「神分」（芦
餅寺日光坊所蔵）。
（ 「芦餅儡堂大縁起」部分）
「（前略）然間、立山 一切衆生号
生死惣政所。九品之述台現弥陀
之浄土、茄女人成仏立盆：場、末

代濁世凡夫可救菩願。閻1延芯御
説奉、上人参内元明天旦為御勅
穎倫旨給。同年 七月十六日被下
芦餅、ー百三十六端以白布掛柏、
御堂歪之簾鋲金銀金襴戸l販錦
硲、以綾厳立。柏向j/lJ J砥棠。大
王之左右十六万由旬、有幡鉾輝
天地明也。（後略）」

「（前略）去問、立山第二之王子
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天照太神御弟、然田大明神此 所
桧本為給、迎巻鬼通符鬼仰云、
三途迷妄敗、欲此山趣、泰財施

法施成、布柏掛渡、桁浄直心之
志励、懇志修行、此霊場参詣者
諸善行成就、過去久辿昔、得現

在之果福、至未米永劫仏果円禍

菩提、述到彼岸云云。（後略）」
（「神分」部分）
「（前略） 然1削、祇園柏舎阿脊大
王言人、天台山石柏以白布厳立
百三十六端、布柏掛渡、兜半天
為登給云云。故御本i(釈苓頻日、
造作五逆罪、常念地蔵i'.f.、遊戯

諸地瓜、決定代受苦、此文意者、
縦五逆罪者成共、我念 者、代其
苦菩給。何況、今日大施主励信
心、修諸苦根、今此虚楊来冠沿、
七宝荘厳玉之幡鉾立並、布柏掛
渡、従淵述花IJり出 、九品之蓮台
打釆、弘菩之船指椋、紫文之彩
向弥陀如来二十五菩睦聖衆与到

彼岸頓成就、安荘浄土埒給。（後
略）」

17)党政7年(1795)芦前寺大仙

坊「立山御娼J邸布柏施主IPli立山
御儡好i.別当大仙坊」（芦絣寺大仙
坊所蔵）。
立山御儡灼．布柏施主板立山御娼

／；＜ひ /, E•lt, させんを たしふ
(l)、救m不ぃ別12)箕賎m給。
上の：なら/,-'>らヽヽし ,, .. ・のそん
加 之 現 (2)六十六り本之Y,�
そふ々 tつとい・�-� ら 」；ふしと .i:. よこく9い・ぢ々·i
像m、尤雖（ぃ多(21諸国霊楊 ()J
』；ん·iヽヽの9い•Ir"-さ<I, .: のとこる：：
御 娼霊現宿 [2) 此処 (l) 云云。
来ル未年御蝠別立番二相当申二
付、此番と申者、致日参、御供・
香花・灯 明時々祭礼多、 如之
百三十六端之布柏掛而、万民数

楽御祈念執行仕、其上、為衆生
盆魂成仏法会致執行度処、仏1i1i
荘厳造用等余程二御座候故、
力二難叶、十方旦佑之沿助施、
御名印シ、於御宝前、現当二世
諸／領成就祈者也。
御娼三-".�:毎日御膳
地蔵若薩年中御脳

御科一胞二付三十二鉗宛
毎日 蝋燭三丁宛

二十二銭宛

三）］笠宛
六十胞

燈明四十八灯 一灯二付三

銭宛
立山寺芦蛉
大仙坊（角印） （以上 2丁目淡）

突政七卯年九月日
一消銅弐百四拾文

市坊村中（以上3丁目表）
18)箆政 7年(1795)

自

一丁二付

丹羽郡今

芦餅寺大仙

j� 災別当大仙坊（表紙）
そし、J;,C ・・ヽ r.··:-;. そん9ヽ '1'-i:0んたし・：： ,. ir' 1.:: 
抑御蝠三）、序者立山大椛現御
.1..1.,1..· んなりあa,,ヽし： It-: こハく4ぶ,,I..'べ"i:'
親神也。

.I..!!_し
現121�i't九品浄土 Ill 、ホ1レ）

そう々 たが、ハ ら こくの たもふ
想四 谷 ー百三十六地狐m給。
.l,�·il• ヽ /,,<, ヽ，'し・つぐん9ヽ /,(Jr,: この ： .:: 

然 即 ー Jヽ翠娑栢J(�:、 ーJ附．
加しこ沐ここと ：；ふと1ぺの：ことふし・して
祖根J!7:、亦 ー J原大戸辺!'.� 都合
さんそんヽヽ ,. :, な ＼’ し・ゼ,.,, :: ,I..、'• f,: I) ,: と" :: 
三�l伊弊諾以浙御神也。殊御
IJ ゼん：こあり あこの ・；さ r.·し この�·しとし・ふ9ヽ

宝前有ゅ天之浮拾 Ill 此低言
どI, ることぜん；）；んの み .1.:,rるところしヵ・ひのなん

者渡恙人而己。然所四海男
によ たメ） ．じ�.. ; ふら J; ひて ひ•f'んr, うにら：，：
女、為121成仏m於口彼岸中日

↓9「It 上たし,1..,, ., 凡ひ<·( Iこんな
m掛121渡白布百三 十 六 反

坊「立山御娼灼．布柏布施主板立
山御娼腺別当大仙坊」（芦絣寺大
仙坊所蔵）。
立山御娼粒布柏布施主板立山御
娼>'.�l別当大仙坊（表紙）。以下の
本文は注17の本文と同文。

19) 1! 包政10年(1798)佐藤李昌「立
山 紀行」（柏本泥也角』「越中紀
行文狛（越中殺科床成10)』所収、
449頁~ 467頁、桂:;ir-房、1994

年 4月）。

20)文化2年0805)芦呼寺善道

坊「立山御娼灼．荘厳施主板」（窃



糾江 充／江戸中期の芦前寺系立山位荼羅と布柏1義式（のちの布柏樅頂会）

山県［立山袖物館］所蔵· 芦隙

寺送道坊文占）。福江充芳「立山
信仰と立山位荼羅』(79頁·80頁）。

夫立山大権現之御山 与者、法爾
自然二弘泣成光耀天地二実二大
宝元辛丑二月 十六日、慈奥大上

人之!Jf.J基。峰ニハ九品之現シ浄

士ヲ、生身之如来出現シ、霊楊
谷ニ ー百三十六地紐悉ク異形セ

リ。麗二三途川死出 山祥途川娼
御袖芦l!lff合御蜂迄九里八丁諸仏

等表。 苦悪邪正不洩救給ふ御
山也（欠字） 御娼三r.iハロ毛天
地捌（以下欠損） を執持候。則
芦絣二天降リー 切衆生之衣食与

輿給ふ。｛乃 ち人民衆神命を1逢
二世之願ヲ成就シ後人皇四十二

代文武天皇之勅願ヲ菜リ御脇立
六十六妹を建立ス品国虚場雖多
シ一 国一 根者当山二宿ス。御前
二有拾天浮柏卜号ス。此上 二秋
之 彼岸中日二三百六十返白布を

補、潅頂修行シ、諸人を渡、

下欠損）

善
悪の軽巫如鋭。和't苦甜',:三�7-之来

迎柏上二拝ス。極悪之人此恰砕

砂碩渕庭況卜見江苦哉御本�7-之啓
願二可度我 山二諸緑之衆生五逆

重罪之輩難成後生、述二上品蓮
台往生無疑者也。｛乃ち雑用而己。
文化二丑十月日
立山別当逸辺坊
然所、来ル巳之年娼堂別当 （以

下欠拍）祭礼其外造用左記所（以
旦那之御侶施を乞磁成

就仕度、御志之法名戒名記岡、
日々無怠段廻向修行之者也。
諸旦那衆中

21)「芦11府中宮寺娼立大縁起」・「 神
分」（廣瀬誠編「越中立山古記

録第3巻j所収、5頁~9頁、

立山開発鉄迫株式会社、1991 年
10月）。

（「 芦餅中宮寺娼堂大縁起」部分）
「（前略） 然1闊、立山号ー切生死

之惣政所、岸者九品之迎台、弥

陀浄土現、 梵女人成仏之霊場
�-

J1.、 末代濁世之凡夫 可救之誓
願。閻）捻率晶御託奉、上人参内、

為元明天皇御勅願綸旨給。同年
七月六日彼芦餅下、

端 之 以 白 布、
ー百三十六

掛栃、 御堂玉之

簾、金襴戸板、錦之硲、
立、柏之向者閻炭堂、大王之左
右十六万由旬之有幡鉾輝天地明

也。（後略）」

「C1-lij略） 今欲此山趣、奉成財施法
施、布柏掛渡、沿浄直心之志励、
懇志修行、此霊場参詣、諸善万
行成就、

以綾厳

自過去久辿之昔、得現
在之果福、到未来水劫仏果円満
之怒提、速到彼岸云云。（後略）」

（「神分」部分）
「（前略）ク人間、祇園粕舎阿脊大王

言人、天台山石祇以白布厳立数
百三十六端、布柏掛度、為都兜
率天登給云云、故御本杓密穎日、

造作五逆罪、‘常念地蔵6、遊戯
諸地猿、決定代受苦、此 文慈者、
緞五逆罪者成共、我念者、代其
苦齊給、何況、今日大施主励伝
心、修諸苦根、今此霊場来冠沿、
七宝荘厳、玉之幡鉾立並、布栢

掛渡、従渕蓮花開出、

打乗、弘秤舟指掠、紫雲之影向
弥陀如来二十五菩権、
頓成就安投浄土群給、

九口 J/.,!.._日口＾一．口

心'}'・山．
祖1/41干、

（後略）」
22)文政3年(1820)芦illJt寺宝伝

坊「 御娼祢緑起」（芦齢寺ー山会
所蔵）。福江充「 芦11府寺の儡祢と

お召し替え行事」(66頁·67頁）。

23)文政3年0820)芦齢寺泉蔵

坊 「立山御娼J恨別当奉加帳芦誼
泉蔵坊」（愛知県半田市乙川邸
良町・松本家文：;11: ・半田市立柚

物館所蔵）。

立山御娼昨別当奉加I阪芦雌泉蔵
坊（表紙）
ノ1ママlレ卜 ，Jサンハ シコウフッズイジウ ノ ポンクッ

夫 当 山 者諸仏瑞集之梵l堀
シュシヤウサイトゥ ノ レイ ·/- ナ') :1・ ウッ

衆 生済度之霊地也。糸ニハ移
ヶ ホン ノ シヤウ ト •=-

シ12)九品之 浄 土ヲm谷ニハ
シメ イツヒ,.クサンシウロク ジ コク ソウ

示シゅ ー 百 三十六地狐ノ想ヲ
7·1'ト ゥパ ソンゾウシ3ソン ノ ジャウト

Ill。茄ニハ儡ノ将．像諸将之浄 土
ゴ9ラクシヤウゴン クイ ク トクナリ コト ゴ

極楽荘厳ノ大功徳也。妥二御
ホンソン介ンゾン ハ サユウ •Jン ·r ゴ コク

本 j/1.三杵．者左右ノ御手二五穀卜
.,.,, 7-(・ シュジ アマク9 コノ チ

麻ノ種ヲ執持シ天降リ此地二Ill
9モ7 キ，J力イシュシャ・,,、シメテ ア，' イ

給。法界衆生二 初而典へゅ衣
シコ, ? モ コレニンシヤ，J ノ 9ヽジメナ')

食ヲm給フ。是人 生 之始也。
で9ニンゲン9ヽ. . イナイ ャト シコト4- サン

亦人間偲ノ胎内二宿リ初時、三
シヤク ノ -t·サセ ユ ナ コノト シュッシヤ

尺之え冨胞衣ヲ、此度へ出生ス。
J•J·r コレゥヽヽ コ ・' '・つサイシウシヤウ

依1ぃ是娼卜号ス。 ー 切衆生ノ
ハ・ナ') シン マクカイラ コノヤマ ンカ）レ

低也。死テ亦婦スゅ此山二。然
アイクシュジャウ ゴウ ク カナシ；クでとコトニニコニン

間衆生ノ菜苦ヲ悲給、殊女人
サンシュウ コ シ,,.,, ., . .  , レ スクルカユヘ二:-(-

三従五l旅ノ罪夫 二勝故案二
ケイシ ゴクうク ・1' コク Tィ ・l'J ハイ幻ンコト ス

詣テ極楽地拭ノ身本想ヲ拝事不
カナウア9ヽレナルカナワレ ，、 モラサレニコニンスクフ 七イ

叶。 哀哉我不洩女人救卜翌
クワン "f.\・ ピ カン・,.., =-·/- サンヒヤクロクシウ

願、秋ノ彼岸中日二三百 六十
9ン スノ9ヽシ . ,. モロ ・ ニコニン ウクシヘク

反ノ布桧ノ掛、諸ノ女人ヲ渡可
ウケ サン マ ヤ カイ コノ ク ト7'r·J·

1レl授121三味耶戒ヲ。此功徳結
エン ノ トモカウ カナ-, スアクトゥ ス ク七

縁之輩ハ必悪道 二不1ぃ随、
，，，ン 七 アンノン ゴ セ シヤ.,,, 7イキ クイ

現世安稔後世證卜ゅ大菩提ぃ
云。

ャ ソウソンカシ ，9パ

野俯某来る戌の年、御娼別当
当番たり。此番と申ハ、
たし、 香花仏僅］灯燭等越献し、
又秋彼岸中日布柏を相澁ひ、春

ォヒク・�-\· ノ.\·

夏秋冬の法会祭礼等 彩敷義
二付、不（ぃ及自カニ、

日参い

依而十
方の菜リ (2) 助力mを、我志願
成就せんと祢がふ信心 の男女、

ヵ-\· ラス すイ·r

一銭半紙不限板面fr-印し、於 (2)
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御宝1i1i二 (I)、 現当二世を祈るこ

との也。

御肪之記

御本丹(三r.\( 毎日

御膳三せんツ、

一ぜん科百文ツ�

御縁日 脇立 御膳六拾六せん

一ぜん料三拾弐鉗

地蔵観音 御賠二せんツ、

一ぜん科三拾弐銅

大蝋燭 毎日三挺 壱丁代

弐十四文ツ、

小ろうそく 壱丁二付五文ツ、

燈明四十八灯

屯燈二付 三文ツ、

文政 三庚辰年今月吉日

越中 立山泉蔵坊J(2丁裏）

24)文政6年0823)芦餅寺大仙

坊「 立山御娼r.\(別当奉加帳芦lilfl'

大仙坊」（国立国会区!:'}館所蔵

摺物媒 r幽中杖第60IJ-」所収・

国立国会図，'}館所蔵）。 福江充

「芦餅寺大仙坊 の 立山御娼.I原別当

奉加板について」（「人と自然の梢

報交流誌 たてはく第3 3号」所

収、 4頁. 5頁、 鈷山県［立山栂

物館］、 2000年7月）。

25)文政1 0年0827)芦餅寺相

逸坊「北国立山御娼幽別当奉加

帳」（窟山限［立山栂物館］所蔵）。

福江充「立山信仰と立山込荼羅」

( 77頁~ 79頁）。

北国立山御娼堂別当奉加帳立山

麓相密坊

抑立山奉申者法爾自然顕将日 本

泣上如山 也。 大宝元年慈典大上

人之IJH柚J而人皇四十有 二代 文武

天王勅頻所成i府 給因翠代々国主

祈願所之随 一 也。 妥御娼三粉者

立山大権現之御殺神而万物之低
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也。 天地未分之頃神虚沙士煮i/;t:、

大戸迫灼．、＇胆根灼．此 芦餅天降時

右手五穀安骰左手麻種持而ー切

衆生之 衣服輿弘給嵯峨峰九品浄

土顕遊根樅三椋来迎有極楽之荘

厳拝。 谷ー 百 三 十 六地駄之想

示悪業之 衆生戒亦麗三途死出山

途川之絵路踏苦悪邪正改I閲l臨之

制·事厳重也。 此御娼三J原本地弥

陀、 釈迦、 大日也。 御脇立 一国

一粉．之表六十六gに安骰給。 ；渚国

孟楊雖多仏 法本源此所定寂滅本

土此地帰故衆生流転生死総政所

云入。 御宝前天浮柏有。 此柏善

根男女外不渡故 十方男女後生成

仏為秋彼岸中日白布三百六十端

懸渡設賎男女祁渡故布柏大樅頂

号。其時柏中於三粉御来迎拝奉。

則金銀瑠璃宝殿登五節女人不

洩成仏解脱者也。 且又来子二月

初九日御儡六十六M本御衣六十一

年沿替給 年限也。 不思議因蒜

有、 拙俯其年番当也。 併自力難

叶。 依而十方信心男女信施乞訊i

此苦穎成就欲成右 ーg本御衣料青

銅九百文宛別施主信心之男女進

之然法名戒名俗名右御衣記、 亦

六十六年 秋彼岸至迄現当二世安

楽大願成就祈念廻向無僻者也。

時 文政星次

別当相逆枯坊

渚松那御衆中

追而申渡候。 拙俯儀若荊之硲Jな

数年之功相続居候所、 来ル子ノ

年一ケ年之問、 御娼堂別当二相

当申候。 依而年中毎日御供燈明

先観之式法不軽・ーボニ付、 所，i全自

カニ行届不 申儀二付、 渚杞家之

御懇志を乞ひ、 大行成就仕度奉

存、 何卒各々様方御信施箱々之

所偏二泰骰候者也。

26)文政6年0823 )から文政12

年(1829)の間に作成された「立

山 本 地阿弥陀如米略記」（芦絣

寺 日光坊所蔵）。 福江充「立山侶

仰と立山坐荼羅j(8 0頁~81頁）。

別テハ女人成仏ノ為二、ー百三十六

端ノ 白布ヲ以テ数丈ノ川 上ノ祇

二造リ、 玉旋金硲綾紗錦紋美ヲ

虚シ、 宝舵幡盗天地 ヲ輝カシ、

数多ク泥象法器ヲ嗚シ、 声明

山谷二押シ、 鈴鐸梵風二和シテ

島欧畜類和雅メ染リ、 十方 ノ信

男逸女蟻迫卜述リ、 念仏称名シ

テ狛会所ヲ出テ白布 ノ柏ヲ行渡

メ、 引祁 来迎師ノ庭儀ノ式法厳

重ナリ。 是レ則チ輪旨旧式二任

テ秋彼洋ノ中日二修行シ、 保ノ

亡霊ノ解脱ヲ習テ十方辿近ノ女

人 ハ蜂如二起リ蝿如二易が）年々

歳々槃茂ス。 日本無双之 法 会 二

テ天竺慈悲女似那含女布潅頂秘

法ノ伝来、 女人ノ罪防消滅シテ

即身成仏スル大法也。

27)文政12年(1829)泥淵改訂

の芦11弁寺泉蔵坊「芦lltff中宮御媒

祁縁起」（ 芦前 寺泉蔵坊所蔵）。

「芦前中宮御嬬祢縁起 泉蔵坊 本」

（「腐山県史史科甜(I)古代 （付

録(II)立山緑起•その他）」所収、

38頁~43頁、富山県、 1970年

3月）。

（部分 ）

「（前略）元明天皇御勅感不；い

少、 而則チ拝 一 (21 一 領ス大上人

之御綸旨ヲ<II、 亦為二は1天下

泰平国安利民ノ(11、 泰リテ』'iケ

(2) 数万町之永代御供田井布柏大

泄頂執行之御綸命ヲ(()、 而同年

七月十六日紺ル (2) 於此 ノ芦餅二



Ill、 則チ撰テ(21秋ノ彼岸中日ヲ

（）］、 奉121為御勅願ノIll、従(2)

l,'l,j)臨滋（ぃ至ル121御娼党二//)之

閲、以テゅ白布ヲ(I湘俎卦ケ渡シ、

両党ニハ捲キ121玉簾ヲIll、以テ!Cl

金樅l錦ヲm懸ケ ー12) 一 流シ戸板

法被二"'、 以テ(21綾紗ヲm為

シゅ荘厳之善美ヲ(II、 以テ12)

金銀瑠瑞ヲぃ命メ（ぃ尽サ121庭

儀之宝院幡蕊ヲIll、則チ輝シテ(2)

於天地ヲ，ぃ殊勝也、（後略）」

（部分）

「（前略）三途妄迷之輩、 今欲シテ

(2) 此山之秘法布柏大泄頂ノ結縁

ヲ伝仰セントIll、 奉リ（ぃ供一121

-1送財施法施白布二Ill、 泊浄一

心之励マシm志ヲ、 迎ビ(21手

足ヲ(I)、 引務修善之網二取リ辿

リ、 同行授戒シテ、 布栢無ク（レ）

l屈）参澁スル輩者、 澁ノ蒋根成

就スル故二、 述二無始ノ罪業消

滅シテ、而得121現在之果福ヲ (I) 、

到ルノ(21未来永劫不退之彼岸二

m大縁ナリ、（後略）」

（部分）

「（前略）従リ（レ）品毎歳秋彼岸

中日之法式、 特ビ年中毎度ノ勅

宜ノ祈顕、 朝夕三時之秘法無ク

1 レ）怠ルコト、 昼夜十方ノ男女老

若或ハイ曽侶、 如クニ (2) 蜂起ノ Ill

群狛シ、 如ク(21蟻追ノm参詣

スルコト辿綿タリ突、（後略）」

28)文政12年0829)に作成さ

れて以来、 天保3年(1832)を

はじめ随時加箪訂正された「当

山古法通諸事勤方旧記」 （芦餅

寺ー山会所蔵）。「 当山古法通諸

湛勁方旧品芦齢寺文政十二丑

年五月改之」（炭瀬誠編『越中

立山古記録第l巻」所収、 29

糾江 充／江戸中期の芦前寺系立山父荼禅と布恰儀式（のちの布杯甜li頂会｝

頁~52頁）。

29)天保2年(1831)芦隙寺苦道

坊「立山御儡灼．布柏大泄頂勧進

記」（富山県［立山栂物館］所蔵、

芦11府寺恙迫坊文・.in 。

勧進記

夫レ布栢大椛頂ノ本源トハ櫻路

経二云ク。 往昔於テ121天竺ノ祇

薗籾舎二Ill、 釈迦如来説法之時

キ、 慈悲女人恨那含女卜者、 各

以テ121数万端之白布蔀頂ヲ111

執行シ、 奉ル（レ）供121投三宝二

m時、 如来自開テレ手ヲ、 善キ

哉逸ヒ哉、 汝チ等身ハ女人ナレ

トモ内心仏身也卜宜モフ。 依テ

{2)此ノ功徳二Ill、 現世ニハ拝12)

見十方浄土m之荘厳二、 終成仏

メ至lj 121都卒ノ浄土二、 澁仏菩荒

ト同座スト云云。 又倶舎論二云

ク、 仏ノ低底耶夫人死メ而往{21

生メ都卒浄土二(((、 三十三年ノ

時キ、 為121供投ノIll、 釈迦如来

往121者II卒浄土二Ill、 於テゅ大

善法堂二Ill、 一 夏九旬問夕、 説

ク121父低恩重経ヲIll 。 ーチ―以滋

テ下向シ給フ時キ、帝釈天為二{21

生、世、如来ノ値辿ノ I ll -j-JJ利天

ヨリ至ルマテ(21天竺曲女城ノ辺

二m懸ケ渡シ\SI三ツノ柏ヲ (IJ 、

中カハ黄金ノ柏、 左ハ水粘ノ柏、

右ハ金狼瑠璃ノ柏ヲ掛ケ渡シ、

則奉ッテ 131 招両'j (2) 釈柑．• 阿難・

梵天澁ノ天衆ヲ各、随従メ往詣

スト云云。於テハIOI /占土ノ天台

山二m当比メ12)彼ノ右ノ金銀

瑠璃ノ柏二m掛ケ渡シ有リ（い

之。 於テハ12)日本二（（）追巻行

基ハ有為路山 111喬ノ柏、 弘法大師

ハ位j野無為明ノ柏、 当山ノ布柏

合メ吾力本朝二有ル也12)三ツ柏

m也。布泄頂卜与12)桧泄頂(II

共二都テ是レ ー切衆生ノ罪業ヲ

消滅 メ後生浄土ノ大苦根無縁ノ

大顧也。 此二大善根ヲ合メ此二

号ス12)布柏泄頂 (I) 。 執行ノ閲

白者人王四十二代文武天皇大宝

元年、 志賀ノ都之庁臣佐伯有若

左衛門ノ討越中ノ守之嫡男有頼

公二十六歳ニメ而、当国ノ入リ12)

子布施城 (I) 、適、登リ12)当山Ill、

一日不図菜テゅテ文殊菩薩ノ告

ヲm宿梢徳本ニメ而、 有頼即チ

阿弥陀如来ノ再涎之由ヲm教ス

示。即時二出家授戒メ而、名リ12)

慈躾上人ill、 是ノ立山ハ自然卜

弥陀ノ妙妹ニメ而、 顕ハス12)九

品ノ浄土、 都卒ノ内院ヲ(I)。 亦

夕知ル（レ）在ルヲ12: 三悪迫之地

獄此ノ子谷二Wo i蜀世末代之衆

生ヲ引接メ、 欲シレ人々為 (2) 二

世安楽Ill、 無絨之罪業ヲ懺悔メ

発シは1菩提心ヲIll、至心念仏メ、

信心決定之人者、 冥途ノ迫、 雖

モ(21十万八千里ノ苦息無砥也卜

り）、 唯、 一 念称名之閏jタニ到ル

也 (2) 諦仏 ノ浄土二 \I) 。 依テ我

レ等適、難キ［い生レ出テ121人

界二(])、 亦夕難キぃ値逢ヒ,21

仏緑二(II、 天神祇硲官百王之子

孫ヲ相続シ、 三身五仏之縁ヲ結

ンテ而、 諸仏菩薩卜同絆同居ノ

相好乍，ぃ移シ12)我身二m、 此

ノ度、 不ンハ求メ12) 仏道ヲIll、

何レノ時キ得ぃ離，21三悪迫之

罪菜ヲ， I) 。 伏二顧就テゅ布柏

大泄頂執行之法延二Ill、励マン12)

一心m浄然志ヲ(I)。 捧ケテ白ラ

布ヲ成シ柏12)、 亦夕投ウッテ12)

金銀財宝ヲm、 伽イ供投荘厳之

47 
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査科二、 奉（ぃ献シゅ御肪燈明

香蔀ヲ (I)。 則チ菜12)此ノ秘密

大行之結チ緑ヲIll、 速ヤカ二乗

テ12)観音地蔵大慈大悲ノ弘菩之

船二tll、 三Y.1-ノ御来迎二十五菩

陸与恨二往生スル・・·F 12>安1癸浄土

二m無キぃ疑ガヒ者也。

維 天保二卯十一月

立山 善近坊 在判

十方節信大桁那衆中様

右勧進品二委細御坐候通、 御娼

)＄別当者年中之大行二而、 当山

二おゐて大切至極之勤行二御坐

候。 然ル処、 拙俯某来ル午年当

番二付、 諸・・：JJ'. 支度此節よ梨申付

御坐候。 凡四百ケ日之間、 別火

別行二而、 毎日之供1癸之雑用不

少。 殊御膳供．燈明・香花又彼

岸布柏大樅頂執行之儀ハ、 大造

至極之入用有之、 其外年中諸伽

藍之法会祭礼彩敷二付、 莫大之

入用相掛リ、 大二心配仕居申候。

拙俯自カ二及ひかたく御坐候。

依而十方御旦縁之御助力奉顧候

て、 一生一 度之大行成就仕度奉

存候問、 善男善各様方思召附次

第之御施入、 偏二奉顕候。 尤御

名前戒名等相記、 抽丹粕祈念回

向僻怠執行可仕候。 以上。

30) 天保 3 年 (1832) 「若 佃中旧

記之定」（芦餅寺雄山神社所蔵）。

福江充 r立山信仰と立山虻荼羅j

(83 頁~85 頁）。

定：占

若俯中HI]入之事。

ー、 毎年六月朔日な八月彼岸之

入之日迄、 相限可申事。

ー、 若俯中問入致候節、 若1位中

江可致酒弐升悦合・・'F。

年番江氏可致披硲事。 酒振

48 

舞之硼、 横目も御招可申事。

ー、 両祭り若俯之外小五条不相

成義ー 山へ相願·ii梵尤旧記二

も御座候。 附り。 日光坊な

座主役祭礼之日斗り逹有之

候事。

ー、 六月祭礼布柏泄頂会角行悛、

右砲、 前日に者り替、 丁3競

二可致候事。

ー、 十六匁かけろう楚く 六丁

ー、 五文ろう楚く 外四丁

七十二丁

六月祭礼秋彼岸中日入用

右年番な、 四五日以前二目代

江申迫骰 候而、 取寄ii:t候事、

随分失念無之様相心得可申候。

其時、 不定杯仕候得者、 時々年

番早速相調献燈無怠様可仕候。

ー、 若俯之頭二似られ候ハゞ、

若俯中な酒弐升可致悦合候

●●● J�。 又頭分勁上ゞハ、 其頭

分な酒弐升若俯中へ差出候

事。

ー、 横目立替り申候節、 若俯一

統二染り、 右横目与定法談

合之上、 酒式升宛披磁可致

候事。 布柏泄頂之儀式定

ー、 中日四五日以前二若佃寄合

仕、 小役配定仕怠度相定出

勤可致候事。

ー、 庭讃 ー、 鉢 ー、 銃

ー、 法螺 ー、 音釜 ー、 華簡

恒例之

ー、 栢渡手引小俯二而弐人若

俯な頼ti]

内迫楊

ー、 歩金 一、 半鈍 ー、 伝供

ー、 承事 一 山二而勅方表白

下座 不動滋

三陀羅尼 仏讃 諦兵こ等

ー、 拾五匁 六丁

ー、 五文ろう楚具 百丁

ー、 拾匁 拾丁

ー、 八寸紙 壱束

ー、 杉原 を状

右ハ六月祭礼入用

ー、 拾五匁封 六丁

ー、 五文ろう楚具 七拾弐丁

ー、 拾匁ろう楚具 三拾六丁

ー、 拾文ろう楚具 拾八丁

ー、 八寸紙 壱束

ー、 杉原 を状

右秋彼岸中日入用

31) 天保 11 年 (1840) 「義四行者

当条山龍中復狡」（芦前寺大仙

坊所蔵）。

「（前略）明ルハ廿八日朝、 衆徒

二而相勤、 午時、 淮頂相勁方ハ

是迄之通。 追楊入甘1j二上人泣j座

之上乗骰、 入迫場後四方扉ヲ開

ク。 其節十念。 正面・左右・後

四返之十念二而、 夫な帝釈棠ヘ

引取。其後ハ衆徒是迄之遥相勤。

其年ハ尾朴1知多郡半田村な音楽

持参二而、殊之外賑敷:•].に二侯（後

略）」

32) 天保 13 年 (1842) 「諸堂勤方

等年中行事外数件」（芦餅寺ー

山会所蔵）。「諸堂勅方等年中行

：： J.i-外数件天保十三年度」（窃瀬

保編「越中立山古記録第4券1

所収、 1頁~64頁）。

33)安政 5 年 (1858) と同 6 年 0859)

の「布柏蔀頂法会戦衆諮定」（芦

餅寺ー山会所蔵）。「布柏泄頂法

会識衆砧定宝泉坊泰音苫」（廣

瀬減編 r越中立山古記録第3巻j

所収、 144頁~ 146頁）。

34) 「ー山旧記オロ」（廣瀬諏d「越

中立山古品録第l巻j所収、 27



福江 充／江戸中期の芦餅寺系立山父荼ぷir':と布柏依式（のちの布柏i載禎会）

頁）。「芦餅寺布柏札」（木介数 蔵 ）。 49)天保13年「当山述袈御用留」（祐j

信甜「越中立山古文：占j所収、 「（以前欠拍）六ツ擬法珠御太守 瀬保編「越中立山古記録第2巻」

芦153、 76頁、 立山1開発鉄迫株 様御名字御座候。奉寄進柏同擬 所収、 82頁~181頁）。天保9

式会社、 1962年12月）。 法珠越中足倉老婆堂 （欠拍・突 年～同 13年「当山御制札歎穎

35)「 芦餅寺布柏札」（木愈数信 永か？）元年七月吉日松平筑•,fo 杏記」（殷瀬誠紺「越中立山古

編『越中立山古文：；1r-」所収、 芦 守為逆修。 則此柏申ハ日本三之 記緑第3券j所収、 77頁~91 

153、 76頁）。 内 一 ツ柏御座候。 伊努宇治柏 、 頁）。天保11年~I.fl 13年「御温

36)「 ー山旧記拓」（脱瀬誠編「越 硲野ハ無妙之柏、 御娼之前天ノ 堂宝前布柏御掛替願：占」（屈雑瀬

中立山古品録第1巻」所収、 27 浮柏与申候。 尚又柏掛様之次第 誠組「越中立山古記録第3巻j

頁）。「芦絣寺布柏札」（木倉数 ハ御蝠御拝な柏爪迄廿五問廿五 所収、 92頁~106頁）。天保13

信甜「越中立山古文：;ir-」所収、 菩陸与申、六ツ之擬法珠ハ南無 年「諸堂勁方等年中行事外数件

芦153、 76頁）。 六字名付、 柏長サ 十八fl.l]同板数 天保十三年度」(?,は瀬保編「越

37)「立山芦餅寺由来（文化3年）」 ハ百八枚百八珠数二名付、 柏幅 中立山古記録策4巻』所収、 1

（脱瀬誠「越中立山古品録節3 ハ九尺取九品浄土名付、 邸サハ 頁~64頁）。

巻j所収、 66頁）。 十三問十三仏、 柏四方之杉大木 50)福江充「立山山麓芦耕寺宿坊

38)「由米杏板（文化3年）」（痰 ハ 四本浄土 与名付、昔合ヶ様 （以 家の柁那帳にみる立山信仰 ー立

瀬誠「越中立山古記録第3券J 下欠拍）」 山信仰の伝播者芦餅寺衆徒の廻

所収、 71頁）。 44)註29。 板配札活動と板那場 一」（福江充

39)炭長19年8月の条。「寺 社来 45) 注22 ・ 注43。 苦『近世立山信仰の展開j所収、

歴」0加賀瑞史科 第2編」所収、 46)娼堂前の柏その ものを「布柏」 32頁 ・ 33頁）。 福江充「立山山

235頁·236頁、 iW文堂 出版株 と呼称した初出は、 宝府10年 麗の芦餅寺はどんな村だった の

式会社、 1930年2月）。 (1760)に芦齢寺 の役俯智道が娼 か？」（「「山宮」に生きる 一立山

40)「 中宮娼堂 ・ 同柏」 「 中宮娼堂 堂宝袖布柏の石垣の修復を加質 の＜ら しと民具 ー」所収、 腐山

之祇」 「御宝前之柏」「 ー山旧品 湘寺 社奉行所に顧い出 た文害で 県［立山柚物館］、 14頁、 2003

担」（脳瀬誠編 「越中立山古記 ある。 吉祥坊の節順（智迫 ） は、 年9月）。

録策l券』所収、 27頁）。「娼 宝府元年(1751)に落飾して節 51)芦餅寺 ー山が布柏 大 泄頂法会

堂御宝前之柏」「由来杏帳」（脱 頗から智迫に改名している。智 を執行して得た経済的効果を具

瀬誠編「越中立山古記録第3巻j 迫は明和8年(1711)に死去し 体的に示す史科はみられないが 、

所収、 71頁）。「娼堂前粕」「御 ているので、 辰4月6日の日付 芦餅寺文：因からは、 江戸時代天

上使御巡見先な之拍（宝歴11 と智迫の杏名をもつこの文：苫 保期頃この法会に多くの人々が

年）」（炭瀬減紺「越中立山古記 は、 宝)ft 10庚辰年(1760) の 参染し、 たいへん賑わっていた

録第3巻j所収、 63頁）。 成立と考えられる。福江充「「芦 様子がうかがわれる。これにつ

41)注15。 峨寺文：苫」に見る布祇と布柏泄 いては、 福江充「芦隙寺日光坊

42)日野西奨定「「立石寺夜行念 頂会」（福江充苦「立山信仰と の娼堂別当及び布柏大WI頂法会

仏回向文jにみられる 「むめ柏」 立山位荼羅」所収、55頁·76頁）。 開他に関わ る勧進活動 一日光坊

について」(f村山民俗策16号」 47)注35。 所蔵の立山御娼祢別当奉加勧進

所収、 村山民俗学会、 2002年6 48)文政8年「芦絣寺御晋品所」（天 記 （弘化3年） を中心に ー」（『窃

月）。 保13年「当山述要御用留」・ 記j 山市日本海文化研究所紀要第19

43)芦餅寺娼堂·,11jの天の浮柏に関 瀬保角d「越中立山古記録第2巻J 号」所収、 13頁~25頁、 窃山

する断筒（芦餅寺雄山神社所 所収、 84頁）。 市日本海文化研究所紀要、 2005

49 



露山県［立山柚物館］研究紀汝： 第13号 2006年3月

年10月）を参考のこと。

52)布柏大樅頂法会に 1挺する版

木（富山県［立山栂物館］所蔵、

査科番号2041)。

53)「当山述要御用留定目代天保

十三壬寅年」（高瀬保編［越中

立山古記録第2巻』所収、84頁）。

54) 文政12年0829)

れて以来、

に作成さ

天保3年(1832)を

はじめ随時加喰訂正された「当

山古法通澁・事勤方旧記」（芦餅

寺ー 山会所蔵）。「当山古法遥澁

:•F勤方旧記 芦餅寺文政十二丑

年五月改之」（炭瀬減紺「越中

立山古記録策1巻」所収、36頁）。

55)天保2年0831) 芦餅寺苦迫

坊「 立山御饂粉布柏大泄頂勧進

品」（富山県［立山t専：物飽］ 所

蔵、 芦前寺苦迫坊文：苫）。天保3

年(1832)「若俯中旧記之定」（芦

餅寺雄山神社所蔵）。輻江充「「芦

絣寺文：；'r-」 に見る布柏 樅頂会」

（福江充労「立山信仰と立山父

荼羅j所収、 83頁~85頁）。天

保13年(1842)「諸党勤方等年

中行・＇］汐外数件」（芦齢寺ー 山会

所蔵）。「澁堂勁方等年中行・事外

数件天保十三年度」 （邸瀬保甜

「越中立山古記録第4巻j所収、

1頁~64頁）。 安政5年(1858)

と同6年(1859) の「布柏莉Ii頂

法会戦衆函定」（芦餅寺ー 山会

所蔵）。「 布柏樅頂法会識衆晶定

宝泉坊泰斉：1界」（脱瀬減甜「越

中 立 山 古品録 第3巻」 所収、

144頁~146頁）。

56) 不動讃とは不動明王の徳を讃

歎する滋。 追善供脊や祈祷など

諸法要で唱えられる。

57)註32。
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58) 三昧耶戒文とは泄頂会の三味

耶戒の儀式において教授阿I・)l-j梨

が唱える式文。 オン•サンマヤ・

サトバン。

59)福江充「芦餅寺娼堂の立地・

構造からみた布柏泄頂会」 (f郷

土の文化第25佃」所収、 11頁

~ 16頁、 富山県立図：；'r 館・ 証

山県郷土史会、 2000年3月）。

60)「当山古法通諸事勤方旧品芦

餅寺文政十二丑年五月改之」（版

瀬減甜「越中立山古記録第1巻J

所収、 29頁~52頁、 立山IJ胆j発

鉄逍株式 会 社、 1989年9月）。

61)「西方浄土江往生する事無疑者

也」（文 政3年(1820) 芦耕寺

宝伝坊「 御娼）翌緑起」芦餅寺一

山会所蔵）。「女人ノ罪防消滅シ

テ即身成仏スル大法也」（文政6

年(1823)から文政12年(1829)

の間に作成された「立山本地阿

弥陀如来略 記」芦餅寺日光坊所

蔵）。「五1咲女人不洩成仏解脱者

也」（文政10年(1827) 芦餅寺

相逸坊「北国立山御娼滋別当奉

加板」窟山県［立山栂物館］所

蔵）。

62)注33 。

63)円頗汎tとは天台智頌大師の述

作「［令詞止観」 の 要旨を短文 で

示す部分を取りだしたもの（朕

詞止観策ー 上の文）。

64)「当山古法通諸・―:J.i: 勁方旧品芦

餅寺文政十二丑年五月改之」（廣

瀬減編「越中立山古記録第1巻J

所収、 36頁）。

院主の心得方の一 条として、 次

のように 記されている。

「 ー 、 秋彼岸中 日之朝、 百万返

之念仏之後にて色衣 法衣を沼

し、 十念井二 本祢之兵言等 相授

可申・・•JJ。同日潅頂之 法場二而 ハ、

引森師二相立、 尤家来立人召辿

れ可申事。 此分別当役二 成、 来

迎師役 也。 但し、 娼堂内 之血脈

等之供法可仕事。 右之條々、 不

洩様相心得可有之候。 猶亦校那

之内、 病死仕候者有之候節ハ、

俗人二候 ハゞ、

「 ー 、

淵山上人之血脈

相承、 湖礼ハ随意二候。 惣而授

事等之義ハ院主役二可限・・：j�。-、

天保三辰年な改革二付、 引群役、

別当二相成候。 依而院主義、 米

迎師役二相成候間、 其御心得可

有之:'.jJ。」

また、 一老•長官の心得方として、

次のように 記されている。

一老長官 之心得方。 ー 、

年中勤方作法ハ先規之 遥 リ相心

得可申候。 但し、 布祇淮頂法楊

ニハ、 来迎師二相立可申候。 此

分 、 院主に而相勤候。 尤、天保

三辰年な究り候。」

65)「当山述要御用留定目代天保

十三壬寅年」（はj瀬保角』「越中

立山古記録第2巻』所収、84頁）。

芦絣寺御咎囁i'J所

娼堂同本J原厨子、 同前；；；ク向石柵、

帝釈棠、 布柏、 御柏札、 同柏下

石垣、 川中亀甲共、 閻）延棠、 同

入口消柏、 井布柏なl/lJ)磁常前迄

迫作リ、 同統石杞鐘桜堂 之前分

共、 御制札、 同石垣上下、 大宮、

同前柵、 若宮同前柵、 両社柵左

右延延五l闊、 溝堂、 御修毅。

（～中略～）

文政八乙酉年七月 寺社・作事

66)福江充「「芦餅寺文：芥」に見

る布柏と布脇泄頂会」（福江充

労「立山信仰と立山虻荼羅」所



糾江 充／江戸中期の芦呻寺系立山此荼羅と布低依式（のちの布柏蘭汀化会）

収、 53頁-87頁）。 年(1837)頃、「越中立山古文杏j 所収、 46頁）。

67)福江充「立山山麓の芦餅寺は 芦177·178·179、 87頁。 71) 福江充 「芦餅寺日光坊の蒻炉堂

どんな村だったの か？」（「「山宮」 天保9年0838)頃、「越 中 立 別当及び布柏大蔀頂法会開他に

に生きる一 立山の＜らしと民具ーj 山古文む』芦185、 90頁。 天保 関わる勧進活動 一 日光坊所蔵の

所収、 14頁、 貨山県［立山柚物 10年 (1839)頃、「越中立山古 立山御娼�別当奉加勧進記（弘

館］、 2003年9月）。 文杏」芦190、 91頁。 化 3年） を中心に ー」 （「窃山市

明和5年(1768) 4月「人邸改板」 69)以下の史科から芦前寺で疫病 日本海文化研究所紀要第19号」

（芦絣寺雄山神社所蔵）。 この史 が流行した可能性が考えられ 所収、 13頁~25頁）。

科によると、 当時の芦雌寺村の る。 72)「第7派「尚品生産と流通」

人口状況は、 芦絣寺村の総軒数 ［加買湘史科 第8編』(874頁、 第4節「織物類」 3「木綿」」（「盆

89粁、 芦隙寺村の総人数410名、 泊文堂出版株式会社、 1935年 山県史通史編(N)近世下j所収、

衆徒家23 11汗、 140名（男81名・ 10月）。 136頁~148頁、 盆山県、 1983

女59名）、 社 人家13 !I汗、 53名 安永2年(1773) 3月、 去秋以 年3月）。

（男28名・女25名）、 門前百姓 来疫病流行したるを以て白山・ 73)福江充「立山虻荼羅の図像描

家52 軒、 216名（男118名 ・ 女 但利伽羅・ 埴生 八 幡・ 気多の 写に対する基礎的研究 ー 特に諸

98名）、 その他l'肝、 1名となっ 諸社に祈祷を命じたることを 本の分類について 一」 （「窃山県

ている。 告ぐ。 ［立山栂物館］研究紀要第7号j

安永9年(1780)4月の「人翡改板」 〔司此典〕 所収、 3頁～総頁、 窟山臥［立

（芦絣寺雄山神社所蔵）。 この史 「白山（能美• 石川）．俣利伽羅 山t•!}: 物浣］、 2000年3月 ）。 注

科によると、 当時の芦峨寺村の （河北・覇波）．埴生八幡（新川・ 74)筆者はこれまで、福江充「立

人口状況は、 芦餅寺村の総軒数 射水）· -宮（能朴1四郡 ）右三 山位荼羅「坪井部並氏本jにつ

70軒、芦絣寺村の総人数201名、 州御郡々之内、 去秋以来在々百 いて」 （福江充箸r立山信仰と

衆徒家24軒、 83名（男50名・ 姓疫病相煩候者も有之致難儀候 立山必荼羅J所収、 89頁~114 

女33名）、社人家13粁、41名（男 身本。 ～後略～」 頁） の なかで、 この塗りつぶし

24名 ・ 女17名 ）、 門前百姓家 「加賀湘史料第8編J (892頁、 の部分の 堂含がf/lJ}砥幽である

32軒、76名（男46名・女30名）、 泊文堂出版株式会社、 1935年 と指摘してきたが、 今回の分析

その他l軒、 1名となっている。 10月）。 で、 それは誤認であることが判

68)芦餅寺文：げにみられる不作・ 安 永2年(1773) 4月、 石川 ・ 明した。

飢饉の品録は次の とおり であ 河北両郡に疫病流行す。

る。 正徳3年(1713) 頃、『越 安永2年(1773) 4月、 疫病

中 立 山 古 文：；rr-」芦82、 39頁。 の 流行せる能登諸村に貸米を

卒保7年0722)頃、「越中 立 給す。

山古文�'}」芦84、 40頁。 元文2 「加賀湘史料第8編」(952頁、

年(1737)頃、「越中立山古文苫J 箭文堂出版株式会社、 1935年

芦85、40頁。 認延2年(1749)頃、 10月）。

「越中立山古文：占j芦86、 41頁。 安水3年(1774) 2月、 河北郡

宝暦5年(1755)頃、「越 中立 に疫病流行す。

山古文：苫」芦106、 49頁。 天保 70) 「当山古法遥諸・＇荘勤方旧記芦

5年(1834)頃、「越中立山古文 絣寺 文政十二丑年五月改之」（廣

杏j芦172·173、 85頁。 天保8 瀬減甜「越中立山古記録策1巻J

51 




